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平成２９年  第２回  まんのう町議会定例会  

まんのう町告示第５４号 

 平成２９年第２回まんのう町議会定例会を次のとおり招集する。 

                           平成２９年５月２９日 

                           まんのう町長 栗田 隆義 

１．招集日 平成２９年６月６日 

２．場 所 まんのう町役場議場 

平成２９年第２回まんのう町議会定例会会議録（第２号） 

平成２９年６月８日（木曜日）午前 ９時３０分 開会

出 席 議 員  １５名

    １番 竹 林 昌 秀        ２番 川 西 米希子 

    ３番 合 田 正 夫        ４番 三 好 郁 雄 

    ５番 白 川 正 樹        ６番 関   洋 三 

    ７番 白 川 年 男        ８番 白 川 皆 男 

    ９番 大 西   樹       １０番 藤 田 昌 大 

   １１番 松 下 一 美       １２番 三 好 勝 利 

   １３番 大 西   豊       １４番 川 原 茂 行 

   １５番 田 岡 秀 俊 

欠 席 議 員 な し

会議録署名議員の指名議員 

   １１番 松 下 一 美       １２番 三 好 勝 利 

職務のため出席した者の職氏名 

   議 会 事務局長  多 田 浩 章   議会事務局係長  平 田 友 彦 

地方自治法第１２１条の規定により、説明のため出席した者の職氏名 

   町 長  栗 田 隆 義   副 町 長  栗 田 昭 彦 

   教 育 長  三 原 一 夫   総 務 課 長  髙 嶋 一 博 
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   企 画 観光課長  長 森 正 志   税 務 課 長  常 包 英 希 

   住 民 生活課長  細 原 敬 弘   福 祉保険課長  佐 喜 正 司 

   会 計 管 理 者  萩 岡 一 志   健 康増進課長  久保田 純 子 

建設土地改良課長  池 田 勝 正   農 林 課 長  森 末 史 博 

   琴 南 支 所 長  雨 霧   弘   仲 南 支 所 長  見 間 照 史 

   教 育 次 長  脇   隆 博   学 校教育課長  香 川 雅 孝 

   生 涯 学習課長  松 下 信 重   水 道 課 長  天 米 賢 吾 

   地 籍 調査課長  池 下 尚 治 

○田岡秀俊議長  おはようございます。 

 ただいまの出席議員は１５名であります。定足数に達しておりますので、直ちに本日の

会議を開きます。 

 本日の議事日程はあらかじめお手元に配付したとおりであります。 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

○田岡秀俊議長  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は会議規則第１２６条の規定により、議長において、１１番、松下一美

君、１２番、三好勝利君を指名いたします。 

日程第２ 一般質問 

○田岡秀俊議長  日程第２、一般質問を行います。 

 質問の通告がありますので、順次発言を許可いたします。 

 ２番、川西米希子さん、１番目の質問を許可いたします。 

○川西米希子議員  議場の皆様、また、ふれあい放送をお聞きの皆様、改めましてお

はようございます。 

 けさは雨にぬれた木々の緑が一層色濃く感じられました。昨日、四国地方にも梅雨入り

の発表がされました。作物にとっては恵みの雨の季節ですが、まだ夜間は冷える日もあり

ます。どうか皆様、御自愛ください。 

 それでは、議長のお許しをいただきましたので、ただいまより私の一般質問をさせてい

ただきます。 

 今回は、子育て支援（就学援助等）について、障害者、高齢者支援（ヘルプカードの導

入）についての二つの質問をさせていただきます。 

 初めに、子育て支援についてお尋ねいたします。 

 日本国憲法第２６条には、全ての国民は法律の定めるところにより、その能力に応じて

ひとしく教育を受ける権利を有する。全ての国民は法律の定めるところにより、その保護
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する子女に普通教育を受けさせる義務を負う。義務教育はこれを無償とするとあります。

保護者に対する義務が第一義的な義務の内容となっていますが、無償による普通教育を受

ける機会の提供が憲法上義務づけられています。 

 法律により、現在、授業料と教科書代に保護者の負担はありませんが、全てが無償では

ありません。公立学校であっても、給食費、修学旅行費、図書・学用品、実習・教材費

等々、さまざまな費用がかかります。そのために、市町村が経済的理由によって就学困難

と認められている児童または生徒の保護者に対して必要な援助を行う要保護児童生徒援助

費補助金制度があります。 

 就学援助については、学校教育法第１９条の規定により、市町村において適切に実施さ

れなければならないとされています。本町においても、要保護児童生徒の保護者に対して、

また、教育長が要保護に準ずる程度に経済的に困窮していると認める準保護児童生徒の保

護者に対して、学用品、通学用品、校外活動費、修学旅行費、新入学児童生徒学用品費等

と、学校給食費、医療費について援助が行われています。 

 しかしながら、就学援助のうちの進入学児童生徒学用品費等支給において、現在は入学

後となっています。入学準備を行うのは入学前であり、ランドセル、かばん、制服など、

特に入学時の準備には多額の費用がかかります。援助を必要とする時期に速やかに支給が

受けられるよう、入学前に支援を行うことがより現実に沿った援助となるのではないでし

ょうか。 

 また、全国的にもひとり親家庭の母親の就労率は高いが、子育てと仕事を両立させると

なると、パートや派遣、契約社員として働かざるを得ないため、収入は低く、厳しい生活

を余儀なくされている家庭が多いと言われています。就学援助を受給する保護者に対して

も、経済的自立に向けたさらなる後押しや支援も必要だと思います。 

 二つ質問をさせていただきます。 

 全国的にもひとり親家庭がふえていると言われています。ひとり親家庭の増加に伴い貧

困率も上昇し、児童扶養手当の受給世帯も増加していると思われますが、本町における児

童扶養手当受給者数の近年の推移についてお尋ねいたします。 

 もう一点、本町における就学援助率は、近年の推移も踏まえてどのような現状にあるの

かお尋ねいたします。御答弁よろしくお願いいたします。 

○田岡秀俊議長  答弁、町長、栗田隆義君。 

○栗田町長  川西議員の一番目の質問は、まんのう町における児童扶養手当受給者の

近年の推移についてでございます。 

 児童扶養手当の受給者は、平成２７年１５７人、平成２８年１５８人、平成２９年１６

３人となっております。 

 香川県の受給者数は、平成２４年９，７０２人をピークに減少し、平成２７年には９，

０３８人となっており、約６．８％の減となっております。 

 続きまして、就学援助認定者についてでございます。 
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 本年度においての認定者の数は、中学生が４９名、小学生が５９名となっております。

これは、中学生では１１．２％、小学生で６％、全体では７．６％という就学援助費の支

給率でございます。 

 昨年度の就学援助費の支給率が７．２％、一昨年の支給率が６．７％であることから、

わずかずつではありますが、年々ふえてきているのが現状でございます。 

 以上、川西議員さんの一番目の御質問への答弁とさせていただきます。 

○田岡秀俊議長  再質問、２番、川西米希子さん。 

○川西米希子議員  ありがとうございました。御答弁いただきました。 

 まんのう町においては、わずかですが増加をしてきているという、このような御返答を

いただきました。 

 生活困窮から脱出をするには、ひとり親であっても、子育てをしながら正社員として働

き、生活、子育てに必要な収入を安定して得ることが望ましいことだと思います。そのた

めには資格取得を目指すことも重要な選択肢ではないでしょうか。 

 本町の福祉保険課担当の事業に母子家庭自立支援給付金事業があります。母子家庭の母

親の積極的な能力開発の取り組みを支援し、自立の促進を図ることを目的とした事業です。 

 取得を目指す対象となる資格には、看護師、介護福祉士、保育士、美容師等があります。

この事業について、町ホームページに掲載をされていることは承知をしていますが、母親

の経済的自立に向けて、より積極的にこのような資格取得に関する情報提供や推進を行う

ことも重要であると思います。 

 質問をいたします。 

 この事業により、これまでに資格取得をした事例、今現在、資格取得に向け取り組まれ

ている事例はありますでしょうか。 

 また、母子家庭の生活相談、就労相談、自立に向けての資格取得、母子家庭自立支援給

付金事業の取り組みについてお尋ねいたします。 

○田岡秀俊議長  答弁、町長、栗田隆義君。 

○栗田町長  川西議員さんの再質問にお答えいたします。 

 母子家庭等自立支援給付金事業についてお答えいたします。 

 母子家庭等自立支援給付金事業は大きく二つに分かれ、一つは母子家庭の母または父子

家庭の父の能力開発を支援するもので、雇用保険法による教育訓練給付の受給資格を有し

ていない人が指定教育訓練講座を受講し、修了した場合、経費の６割を支援するものでご

ざいます。この事業では、直近３年ほどでは、まんのう町では該当がありません。 

 そしてもう一つの事業が、母子家庭等高等職業訓練促進給付金等事業であり、これは議

員御指摘の事業であり、母子家庭の母、また、父子家庭の父が看護師や介護福祉士等の資

格取得のため、１年以上養成機関で修業する場合に、修業期間の全期間について高等職業

訓練修了支給給付金を支給することで生活の負担の軽減を図り、資格の取得を容易にする

ものでございます。 
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 この事業では、訓練促進給付金が平成２７年及び平成２９年にそれぞれ１件支給決定さ

れております。この２件は同一人であり、医療系の資格取得を目指したものです。 

 香川県全体の実績を申し上げますと、訓練促進給付金が平成２６年度からの３年間で１

７件です。修了支援給付金が同じ３年間で１５件となっております。 

 母子家庭等への相談につきましては、児童扶養手当現況届案内状発送時に各制度のチラ

シを同封するとともに、届け出時に相談を行うなどいたしております。 

 また、該当者の出生、転入、または離婚等の戸籍の異動時を主な機会と捉えて、困って

いることや家庭の現状、あるいはひとり親の自立に関するサポート事業の案内等、相談を

行っております。 

 その中で自立に向けた就労につながるよう、母子家庭等自立支援給付金事業を実施いた

しております。中讃保健福祉事務所と連携を図っておるところでございます。 

 以上で、川西議員の再質問への答弁とさせていただきます。 

○田岡秀俊議長  再質問、２番、川西米希子さん。 

○川西米希子議員  ありがとうございました、御答弁いただきまして。 

 母子家庭自立支援給付金事業につきましては、２７年、２９年と２件の支給があったと、

このように御答弁をいただきまして、私も少し安心をしたところでございます。 

 母子家庭自立支援給付金事業については、本町のホームページのくらしのガイドの中に

掲載されています。しかしこれは、今現在、有効な情報でしょうか。母子家庭高等技能訓

練促進事業費について、ことしは既に平成２９年ですが、町のホームページには、母子家

庭の母が看護師、介護福祉士等の資格取得のため、２年以上養成機関等で修業をする場合

に、平成２３年までに修業を開始した方については、月額１４万１，０００円、市町村民

税課税世帯の方は月額７万５，０００円、修業期間終了時に入学支援修了一時金を５万円、

市町村民税課税世帯の方は２万５，０００円支給することで生活の負担の軽減を図り、資

格取得を容易にするものですとありますが、掲載の日付は平成２１年９月１７日です。既

に７年と８カ月が経過し、私が確認したところによりますと、法律の改正に伴い、この制

度は金額等既に新たな制度に変わっているのではないでしょうか。御確認をいただければ

と思います。 

 今現在、住民の皆様からも、ホームページの充実を求める声もあります。常により新し

い情報提供とともに、児童扶養手当の現況届等の機会に個別に情報提供を行うなど、一歩

を踏み出す後押しもさらに必要ではないでしょうか。 

 私も議員になる前に、同じ職場で働きながら、資格を取るために学校に行っていた人を

何人か知っております。金銭的な支援も当然必要です。しかし同時に、経済的自立に向け

た御本人の意欲に働きかける支援もさらに必要だと思います。自治体によっては、機会を

捉えて個別に情報を提供するなど、積極的な取り組みもあるようです。 

 質問をさせていただきます。 

 就学援助の周知、申請書の配布方法、支給方法についてお尋ねいたします。 
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○田岡秀俊議長  答弁、教育長、三原一夫君。 

○三原教育長  川西議員の再々質問は、就学援助費の支給にかかわる手続方法に関し

ての御質問でございましたので、教育委員会からお答えいたします。 

 まず、町民の皆様への周知でございますが、１月号と４月号の広報誌にて就学援助を受

けられる対象者などをお知らせしております。 

 また、新１年生を対象とした各学校での入学説明会においてもお知らせし、申請を希望

される方には、申請書を配布いたしております。 

 各学校に提出された申請書をもとに、民生委員の御意見を聞くとともに、４月以降に在

籍する学校の校長が申請内容を確認し、認定要件を満たしておりましたら、就学援助費の

支給について教育長名にて認定することといたしております。このような手続の後、就学

援助費は学期ごとに学校を通じて認定された保護者に支払いが行われます。 

 以上、川西議員の再々質問への答弁とさせていただきます。 

○田岡秀俊議長  再質問、２番、川西米希子さん。 

○川西米希子議員  御答弁ありがとうございました。 

 必要な時期に必要な支援を行うための就学援助費、新入学児童生徒学用品等の支給、入

学前の支給についてのお考えをお尋ねいたします 

○田岡秀俊議長  教育長、三原一夫君。 

○三原教育長  就学援助費のうち新入学児童生徒学用品費等にかかわる援助費の支給

時期についての御質問でございます。 

 新入学児童生徒学用品費等にかかわる援助費につきましては、先ほどお答えしましたと

おり、現在の認定方法と支給方法は在学する学校を通じて行っていることから、実際に支

給しているのは７月となっております。 

 しかしながら、川西議員さんの御指摘のとおり、入学準備を行うのは入学する前であり、

ランドセルや制服の購入に多額の出費が必要となります。ランドセルや制服を購入する時

点の前に就学援助費の支給を行えば、援助を受ける保護者にとっては経済的な余裕が生ま

れることも十分理解できます。 

 このようなことから、できるだけ早い時期での支給ができないかと検討し、今年度は例

年よりも早い５月に支給いたしておりますが、これも実際の入学準備の時期には間に合っ

ておりません。 

 今後は、入学準備の前に新入学児童生徒学用品費等にかかわる援助費が支給できるよう、

認定方法などを検討してまいりたいと考えておりますので、御理解を賜りたいと存じます。 

○田岡秀俊議長  再質問、２番、川西米希子さん。 

○川西米希子議員  御答弁をいただきましてありがとうございました。大変に前向き

な御答弁をいただきましたこと、うれしく思います。 

 現在はランドセルの購入に関しましても、ラン活という言葉があるそうです。翌年入学

する子供のランドセル、早い地域では１年前の４月から販売が始まり、より機能的なもの、
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デザイン性の高いもの、小さな体への負担がより軽いものを子供たちに買ってあげたいと、

親や祖父母が熱心に行う活動のことです。オーダーメイドのランドセルや、夜道も安心な

ＬＥＤのついたランドセルも最近はあるそうです。予算の許す中でよりよいものを早目に

準備してあげたいと思うのが保護者の共通した思いではないでしょうか。ことし、やっと

の思いで子供の入学準備を整えましたとの、お一人で子供さんを育てている保護者の方の

お声をお聞きいたしました。周りのお友達が入学準備を進める中で、寂しい思いをする子

供さんがいませんように、できる限りの早い段階での新入学児童生徒学用品等の支給の実

施を要望いたしまして、質問を終わらせていただきます。 

○田岡秀俊議長  以上で、１番目の質問を終わります。 

 引き続き、２番目の質問を許可いたします。 

○川西米希子議員  二つ目の質問に移らせていただきます。 

 障害者、高齢者支援であるヘルプカード、ヘルプマークの導入について質問をさせてい

ただきます。 

 ヘルプカードとは、障害のある方などが常に携帯をし、災害時や外出時、日常生活の中

で支援が必要になったとき、周囲の人に提示をし、支援が必要であることを伝え、手助け

をお願いするためのものです。カードには名前、緊急連絡先、必要な支援などが記載され

ています。ヘルプカードは聴覚障害者や知的障害者など、一見障害者とわからない方にと

っても、周囲に支援を求める際に有効です。高齢者にとっても、安心な暮らしにつながる

と思います。 

 手助けが必要な人の中には、困っていてもなかなか周囲の人に伝えられない人もいます。

また、周囲の人の中にも、手助けが必要かどうか判断に迷う、どう手助けをしたらいいの

かわからない、このような人もいると思います。 

 ヘルプカードを提示することで速やかな手助けを受けることにつながり、また、手助け

をする側にとっても、手助けをしやすい環境づくりにつながるのではないでしょうか。 

 東京都がヘルプマークを作成、ヘルプカードの標準様式を定めたことで、現在、東京都

内の市区町村にとどまらず、作成をする自治体は全国に広がっています。 

 香川県内においては、三木町が既に作成をしています。 

 国は、ヘルプマークを案内用図記号を規定する国内規格ＪＩＳに、ことし７月から追加

する方針を発表いたしました。 

 ヘルプマークは縦長の長方形、赤地に白抜きで、上がプラスで下にハートがデザインを

されています。今後はこのヘルプマークがさらに普及し、私たちもあらゆるところで目に

することになるのではないでしょうか。 

 また、今後はどこでヘルプカードやヘルプマークによる支援が求められることになるか

もしれません。このマークの持つ意味を私たちも理解をしておくことが必要だと思います。 

 元気まんまんまんのう町の平成２０年度から平成２９年度のまんのう町総合企画地域福

祉推進の中には、全ての住民が住みなれた地域で安心して暮らせる地域づくりを進めます
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と書かれています。 

 また、住民の取り組みとしては、子供から高齢者まで相互に助け合う地域福祉、コミュ

ニティーづくりを進めますと、住民に求める役割も示しています。ヘルプカードやヘルプ

マークの普及は、住民共通の助け合う意識にもつながるのではないでしょうか。障害者や

高齢者が住みやすい町は、誰もが住みやすい町であると思います。 

 個人情報が記載されることから、御本人の了解や慎重な取り扱いが必要ではありますが、

障害者の方、高齢者の方のさらなる支援としてヘルプカードの導入、ヘルプマークの導入

についてのお考えをお尋ねいたします。 

○田岡秀俊議長  答弁、町長、栗田隆義君。 

○栗田町長  川西議員さんの２番目の質問は、障害者、高齢者支援のためのヘルプカ

ードの導入についてでございます。 

 ヘルプカードは障害のある方、また、高齢者で介護を必要とされる方などが、災害時、

また、日常生活の中で困ったときにこれを提示し、必要な支援や配慮を周囲の方に求める

ために携帯するカードでございます。 

 このカードには、カード所持者の緊急連絡先や必要な支援内容などが書き込めるように

なっております。このようなカードは、防災カード、安心カードといった名称で、主に障

害者団体であったり、また、市町村単位で導入されている例もございます。 

 このヘルプカードは、活用され初めての日が浅いこともありまして、十分に住民に周知、

認知されているとは言えない状況でもあります。一人でも多くの方がヘルプカードを認知、

理解することで、その存在意義が生かされ、手助けを必要としている方々に寄り添い、そ

して安心につなげていくことになろうと考えております。 

 さて、このヘルプカードの現在の導入状況を見ますと、東京都など七つの都府県で導入

されている状況と認識いたしております。県内では、三木町で活用が始まっております。 

 本町では、東南海、南海地震が起こる可能性を否定できず、万が一、大規模な災害が発

生し、避難所の開設といったことになれば、その避難所においてコミュニケーションがう

まくとれない方などがこのカードを提示し、周囲の配慮や手助けをスムーズに求められよ

うにするため、また、日常生活においても活用が図られよう、ヘルプカードの導入は喫緊

の課題と考えております。 

 しかしながら、例えば自動車の初心者マークのように誰もが当たり前にその存在と意味

を認識しているように、まんのう町のみならず、香川県民全体としてヘルプカードについ

ての意味を知っていただく必要がございます。そのため、ヘルプカードの周知にも力点を

置く必要もあります。 

 また、このカードには個人情報も多数記載されることになることから、カードが悪用さ

れることないような工夫も必要かと考えております。 

 そのようなことから、今後につきましては、香川県と連携を図り、ヘルプカードの導入

に向けて検討を行ってまいりたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 
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○田岡秀俊議長  再質問、２番、川西米希子さん。 

○川西米希子議員  御答弁いただきましてありがとうございました。 

 広く香川県内においてこの導入が求められると私も思います。 

 また、町内におきましては、ヘルプマークの持つ意味をまず住民の皆様にお伝えいただ

ければと思います。 

 さまざまな団体等が独自の手帳等を作成している例もあるかとは思いますが、統一され

たものがあればよりわかりやすく、住民の皆様にも支援を求めるための周知、広報を広く

早く行うことができると思います。 

 現在は支え合う仕組みづくりが必要な時代です。ともに支え合うためには、あらゆる角

度からの支援を考えていかなければならないのではないでしょうか。ヘルプマークもヘル

プカードもその一つになると思います。 

 支援を求める側と支援をする側がつながるきっかけとなるヘルプカードの取り組みを提

案いたしまして、きょうの私の一般質問を終わります。 

○田岡秀俊議長  以上で、２番、川西米希子さんの発言は終わりました。 

 引き続き、一般質問の通告がありますので、これを許可いたします。 

 ３番、合田正夫君、１番目の質問を許可いたしまます。 

○合田正夫議員  おはようございます。きょうは、朝、起きたら、ヒマワリが１本咲

いとって、気分のええところで一般質問をさせてもらおうと思っとるんで、ええ答弁をお

願いしたいと思います。 

 まず、議長の許可を得ましたので、ただいまから一般質問をさせていただきます。 

 育樹祭について、今、わかっていることを全部答えていただきたいのと、今から一般質

問を出してあるんで、準備対策室ができて、どのように今の時点で決まっているのか、ま

た、警備の対策、これはイノシシの対策とかいろんな警備が入りますけど、それと、あそ

この入り口の前に、森林公園のぼり口に池があるわな、新池いう。あそこの池の下に木や

ごみくずがようけ浮いとるんやけど、あんなんもまた掃除をどないするか聞かせていただ

きたい。 

 それと、もし雨が降った場合に、スポーツセンターまんのうでするようになっとると思

うんやけど、スポーツセンターだけで間に合うんやろか、そこら辺の答弁もお願いしたい

と思います。 

 それと、まんのう町の一般の住民がどれぐらい入れるのか、わかっている範囲でお聞き

したいと思います。よろしくお願いします。 

○田岡秀俊議長  答弁、町長、栗田隆義君。 

○栗田町長  合田議員さんの１番目の御質問は、育樹祭についてでございます。 

 第４１回全国育樹祭は、公益社団法人国土緑化推進機構と香川県の主催によるもので、

実質的には県が主体となってその内容を具体的に計画し、実施しているものでございます。 

 その実施計画につきましては、昨年度末の３月２９日に開催された香川県実行委員会で
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決定され、式典行事の内容などについて明らかになったところでございます。 

 香川県では、現在、それに沿った会場整備に着手しており、具体的な式典行事の演目内

容やおもてなし広場の概要、実施体制などについては、近々、決定する予定であると聞い

ております。 

 これまでに本町に関係するものといたしましては、式典行事で行われるアトラクション

に佐文綾子踊り、讃岐まんのう太鼓、杉の上太鼓台の出演が決定しており、町内の緑の少

年団も式典行事の介添え役などとしての参加が予定されておりますが、おもてなし広場へ

の本町の出展については、これから県との協議を行い、決定していくことになります。 

 また、皇族殿下の奉送迎や行啓ルートなどに関しては公表されていないことから、現時

点では未確定の部分が多く、本町としては、関係機関との協議により、準備できることか

ら順次取り組んでいきたいと考えております。 

 警備体制についてでございます。 

 この４月１日付で、香川県警察本部に全国育樹祭警衛警護対策室が設置され、現在、会

場周辺等の調査が行われているところでございます。 

 本町における皇族殿下や県外からの参加者の受け入れ態勢等の整備につきましては、今

後、県警本部等と協議の上、遺漏のないようにしたいと考えております。 

 次に、イノシシ対策でございますが、県に確認したところ、当日は会場にみどり保全課

の鳥獣対策担当を配置するなどの対策の検討を進めているほか、式典会場の芝生広場のイ

ノシシ被害につきましては、芝生の養生期間を考慮した工期を設定の上、侵入防止策の設

置などの対策を講じた整備を行う予定とのことでございます。 

 また、議員御指摘の式典会場周辺のごみ処理などにつきましては、行啓ルートなどの環

境整備とあわせ、今後、県や土地所有者等との協議を踏まえ、適切に対応していきたいと

考えております。 

 次に、荒天会場となっておりますスポーツセンターまんのうの使用についてでございま

す。 

 当日、晴天会場での式典行事開催が不可能になった場合には、会場に合わせて参加規模

を主要な参加者１，０００人程度に縮小し、開催されることになっております。 

 また、荒天とは気象警報が発令されるような事態であり、多少の降雨等では実施される

と聞いております。 

 最後に、まんのう町民の式典行事参加者数についてであります。 

 式典行事への参加者につきましては、県実行委員会からの推薦者のほか、県から地元開

催町であることを考慮の上、町推薦者１００人が割り当てられておりますが、これにつき

ましては、県の示す選考基準に基づき町内の各種団体等の役員などを中心に選定し、先日、

名簿を提出したところでございます。 

 また、式典行事に参加する地元団体や緑の少年団、おもてなし広場での要員は総勢５０

０人程度になると予想しており、これらを合わせますと、現時点では６００人規模の参加
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になると想定されます。 

 これ以外の町内の参加希望者につきましては、一般募集に応募していただくしかなく、

現在、県内外合わせて６００人程度、６月末の締め切りで募集が行われており、応募者数

が定員を超えた場合には抽せんとなりますが、できるだけ多くのまんのう町民の方々に参

加していただきたいことから、現在行われております町政懇談会でも参加者募集の説明を

いたしており、広く周知しておるところでございます。 

 香川県の実施計画にはまだ未決定事項も数多くありますが、県同様にまんのう町も育樹

祭を成功させるという目標に向かって、今後、迅速かつ着実に準備を進めてまいります。 

 また、情報が入り次第、順次、お知らせしたいと考えておりますので、議員各位におか

れましても、御協力、御支援のほどよろしくお願いいたしまして、合田議員の１番目の答

弁とさせていただきます。 

○田岡秀俊議長  再質問、３番、合田正夫君。 

○合田正夫議員  わかりました。それで、イノシシ対策の分で、芝生広場だけ囲む。

それ以外、山は広いのに、どっから出てくるやらわからんわな。そういうのはやっぱりい

ろんな警察とか猟友会とかそういうのも出て、山全体を警備するようになっとるんかいな。 

 それと、もし雨が降った場合に、今、町長が言いよった１，０００人ぐらいいうたら、

せっかく来てくれとんのに、１，０００人以外のもんはそれでもう終わりになるんか、何

とかせないかんのとちゃうんかな。 

 それと、花いっぱい運動やいうて、花もどこでどういうふうにして花を出して、やっぱ

り通り道ずっと置くもんか、ところどころ置くもんか、そこらのことをちょっと聞きたい

んで。 

○田岡秀俊議長  答弁、農林課長、森末史博君。 

○森末農林課長  合田議員さんの再質問にお答えいたします。 

 まず、会場周辺のイノシシに関する警備ということでございます。 

 警備につきましては、会場周辺、もちろん警察が広く配備されております。それから、

先ほど言いましたように、県の職員のほうも配備するようでございます。なお、会場周辺

は、当日、バスがどんどん入ってきますし、人も大分おりますので、相当ざわざわするよ

うな状態になってくると思います。このことから、イノシシのほうは寄ってくる心配はな

いかもしれないが、警備のほうは万全を期すということでございます。そういうことでご

ざいますので、よろしくお願いします。 

 それから、参加者は、県内外合わせて５，０００人の方の参加者がございます。これが

荒天の場合は１，０００人になるということでございまして、相当出られない方が生じる

ということでございます。実際には、今まで中止になったことはないということでござい

まして、雨の中でもかっぱをお渡しして、非常に環境は悪いんですが、そうやって我慢し

ていただくような格好になると思います。 

 もしもですが、少なくなりますと、町のほうでも確定しているのは町長と議長と、この



－１２－ 

お二人のほうは１，０００人の中には入ってくるんですが、やはり県内遠くからおいでて

いただいた方、こちらのほうの、それも一般の方は入れないかもしれないんですが、そう

いう方には何か会場の映像とか見える部分を考えなければならないのではないかというよ

うなことを、県のほうは、今、検討をしているというところでございまして、まだ公には

されておりませんが、そういう部分は検討はしているということでございます。 

 それから、花いっぱい運動でございます。 

 花いっぱい運動をやっておりまして、学校、それから公民館のほうで御協力いただいて、

感謝いたしているところでございます。学校のほうも卒業式、入学式、この時期に花を咲

かせていただいたところもあります。花を見ていただいて、育樹祭のことについて御理解

いただいていると思っております。 

 公民館のほうにつきましても、学校よりもちょっと遅い時期にお願いしたんですが、花

をいっぱい咲かせていただいております。 

 会場周辺とか、それから道路沿道に、これまでの育樹祭をやった県では花を配置してい

るところもございます。まず沿道につきましては、先ほど町長のほうからも答弁ありまし

たように、行啓ルートが決定しておりませんということで、今後、警察と協議して、花を

飾ってもよいか、のぼり等もございます。これについても警備の上で邪魔にならないよう

にしなければならないということで、今後、検討してまいりたいと思います。 

 それと、会場周辺になりますと、それこそ旗を振っていただくとか、そういうふうなこ

とを住民の方にしていただきたいと思っております。そういうところで、町道の部分です

ので、これは町のほうで決定できる部分もあろうかと思いますが、結局は警護の関係がご

ざいます。警察との十分な協議を重ねて決定していきたい。 

 会場内につきましては、県の範疇といいますか、守備範囲になっておりますので、県の

ほうが警察と協議しながら、それから緑化機構と協議しながら決定していくことになろう

かと思っております。以上でお答えになったでしょうか。 

○田岡秀俊議長  ３番、合田正夫君。 

○合田正夫議員  前回、天皇陛下が来たときは、式典を四条小学校の体育館でしたわ

な、昔。そのときは今の天皇陛下やき、皇太子さん来たときには、沿道で小学校のところ

からずっと並んで旗振ってしよって、結局はそういうあれもあるし、それと会場、もしそ

こで済んで、例えばまんのう庁舎へ寄るとか、そういう寄るところはないんな、それをち

ょっと。 

○田岡秀俊議長  答弁、農林課長、森末史博君。 

○森末農林課長  前回の植樹祭の折に、休憩で農改センターのほうへ寄られたと思っ

ております。今回、まだ途中寄るところが確定しておりません。それでも庁舎へ寄ってい

ただける可能性があるのではないかということで、御存じかもしれませんが、ちょっと伸

びておりました前のツバキ、そのあたり、今、整備しているところでございます。寄るこ

とがあるかもしれないということで、今後、少しずつ準備をしてまいりたいとは考えてお
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ります。 

 これにつきましても、宮内庁の意向、それから県の知事公室長、こちらのほうと協議し

ながら進めてまいる所存でございますので、よろしくお願いいたします。 

○田岡秀俊議長  再質問、３番、合田正夫君。 

○合田正夫議員  今、課長が答弁した中で、休憩で農改センターへ寄るとかいうて、

農改センターへもし寄る場合、役場とかへ寄る場合やったら、ここらの前を通るときには、

人が出てせないかんのやろ。素通りして、出迎えするのに、やっぱりそういうのやったら、

ここらの地域のものにも決まった時点で早う連絡せないかんし、それやったら、また役場

の前でなしに、通り道ぐらいはヒマワリみたいなんも植えたって、花が咲くんやったら、

種とらんのやったらできるわな。そういう考えはあるのか、ないのか。ただ役場の前だけ

植えて、ちょっとほかの道筋でも、もしここを通るんなら、そういうあれがあるか、ない

か。 

○田岡秀俊議長  農林課長、森末史博君。 

○森末農林課長  合田議員さんの再質問にお答えします。 

 まんのう町、ヒマワリがこの夏場にいろんなところで咲きます。昨年までもこの前のほ

うでヒマワリ咲いてございました。冬場に咲くヒマワリ、冬場といいますか秋ですか。秋

に咲くヒマワリもございますので、そこにヒマワリを咲かせられるんではないかというこ

とで、今、ちょっと計画中の部分はございます。 

 ただ、これ、秋にヒマワリを咲かせているところが全国的にも余りございません。とい

うことで、確実に咲くかどうかというのが非常に不安視する部分もございますので、広い

面積でこれをするということはなかなか難しいかなと。とりあえずお寄りいただける可能

性が高い位置で、このヒマワリ作付をちょっと挑戦してみようというふうに計画してはお

ります。その場所については、前が最有力候補にはなっておりますが、今、計画しており

ますので、御理解のほうよろしくお願いいたします。 

○田岡秀俊議長  再質問、３番、合田正夫君。 

○合田正夫議員  今、課長の答弁を聞いたんやけど、去年、ヒマワリつくっとって、

とった後の分が出てきて、１１月いっぱいはヒマワリは咲いとった。それやったら、また

９月ごろに植えたら、絶対に咲く。使った分が出てきて咲いたぐらいやったら、咲かんこ

とはない。そういうあれもあって、植えたもんやったら多分咲くと思う。一遍とって、後、

使った分でも出たきん。１２月ぐらいまでは出たで。ほいじゃきん、そういうあれもどう

いうふうにしたらええか、それとか、あとは学校の前とか会場周辺だけで、普通の花とか

何じゃかいをするだけ。休憩するところやったら、その外ら辺でも花を並べて置くとか、

そういうのもええと思うんやけど、そういうのははっきりわかってないきん、警備や何や

かがまたわかった時点で言ってくれたらええんやけど、そういうのんもあるきに、もう一

遍、答弁。 

○田岡秀俊議長  農林課長、森末史博君。 



－１４－ 

○森末農林課長  合田議員さんの再質問にお答えします。 

 貴重な御意見ありがとうございます。私、十分、町内各地ですけど、冬場の部分を確認

しているわけではございませんで、ちょっとヒマワリがぽっと咲いてるなというのを見た

ことはございますが、恐らく咲いてくれるとは思っておるんですが、何しろ、今回、皇族

殿下がおいでになるということで、咲くのであれば、一面にきれいに咲いていただきたい

ということでございます。咲くのは咲くと思うんですが、きれいに咲いていただくという

ことを目指して努力してまいりたいと思っております。 

 合田議員さんもこれまで栽培のほうをされてこられたということでございますので、ま

た御指導いただけたらと思っておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

○田岡秀俊議長  再質問、３番、合田正夫君。 

○合田正夫議員  それ、今以外で、この育樹祭についてわかっておることは全部言う

てくれたんかな。残ってあることがあったら、言ってくれたら。ないんであれば、１番目

の質問を終わりますんで、また今から検討課題はようけあると思うんやけど、やっぱりみ

んなが、来てくれたもんが喜ぶようなことをまんのう町としてするべきだと思うんで、よ

ろしくお願いして一つ目の質問を終わります。 

○田岡秀俊議長  以上で、１番目の質問を終わります。 

 引き続き、２番目の質問を許可いたします。 

○合田正夫議員  二つ目はまたちょっと難しい問題やけど、答弁してもらわれへんか

な。 

 各課の対策について、４月、新年度が始まって２カ月が終わりましたが、各課の配置と

か人員のあれが町としてうまくいったか、いかんか、まずそれを聞かせていただきたい。

お願いします。 

○田岡秀俊議長  答弁、町長、栗田隆義君。 

○栗田町長  合田議員さんの２番目の御質問は、新年度が始まり２カ月が過ぎました

が、課の配置、人員はうまくいっているのかという御質問でございます。 

 本年度、町長部局では育樹祭の年であり、新たに農林課内に全国育樹祭準備室を新設い

たしました。 

 また、教育委員会では、合併当初、配置しておりました次長級を復活させ、新たに教育

指導室も配置しております。 

 住民サービスを主眼として、退職者の補充する意味から、新たに課長級６名が昇格し、

うち１名は女性課長が誕生しております。 

 職員も５年以上の職員は原則異動ということとして人事異動を行っておりまして、組織

として異動に伴う事務の引き継ぎ等のために一時的な事務の遅延は当然あろうとは考えま

すが、おおむねスムーズに運営されておると考えておりますので、よろしくお願いいたし

ます。 

○田岡秀俊議長  再質問、３番、合田正夫君。 
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○合田正夫議員  それでは、質問をさせていただきます。 

 例えば農林課、農家の、農林課いうたら一番町民の多いところ。１階に農林課があって、

その関係で、２階の企画にあって、３階にまたある。それはしゃあないとしても、やっぱ

り農林課いうのは１階で一つにまとめてくれたほうが、町民の意見が結構多いんで、すぐ

来たって間に合わなんだら、ちょっと２階行ってくるわ、３階行ってくるわいうて、人を

待たさないかんようになる。やっぱり農林課いうたら大事なところで、それとまた、国の

方針で農業問題のいろんなことが変わってくるきん、やっぱり専門のもんを置いてしてい

かなんだら、補助金関係とかいろいろ来年ぐらいからがいに変わってくると思う。米も余

っとるきん、つくらんで、何つくれ、かにつくれいうて。補助金、補助金いうたって、そ

んなんで農家のもんやっていけるわけがない。農林課は大事なところやきに、やっぱりい

ろんなことを１階でまとめてするような考えがあるのか、ないのか、その答弁と、まずち

ょっと農林課の場合は人数が足らんと思う。 

 それと、課の人間もあんまり知った人がおらんようになったとか、ある程度、知ったも

んはやっぱり置かなんだら、ちゃんと考えてもらわなちょっと困ると思うんやけど、そこ

ら辺の答弁をしてもらいたいんで。 

○田岡秀俊議長  答弁、町長、栗田隆義君。 

○栗田町長  合田議員さんの二つ目の質問としては、１階、２階、３階に農林関係の

事務室が分かれており、不便であるということの御質問でございます。 

 農林課の執務スペースの関係もあり、本年４月から育樹祭準備室を３階に設けましたが、

ここに森林関係及び有害鳥獣関係事務も扱う職員を配置しております。 

 また、２階につきましては、ヒマワリ振興に関することであろうと思いますが、企画観

光課の地方創生室で地方創生交付金に関する事務を行っております。この中でヒマワリ振

興に関することも手がけておりますことから、ヒマワリの栽培より後の搾油、加工、販売

について調査、計画、実施を行っておるところでございます。 

 ひまわり振興協議会が昨年３月に設立されまして以降、作付補助や栽培に関する部分と

協議会事務につきましては農林課で担当いたしております。 

 まんのう町の庁舎は旧満濃町の庁舎を活用して、平仮名のまんのう町の本庁舎としてお

りますことから、広さや配置の問題が生じておりますことは、従来から、皆さん、御承知

のとおりでございます。 

 さらに、合併以後、地方分権のもとに市町の事務量は増加しつつあります。このような

ことから業務の分散化につながっており、私といたしましても大変心苦しく思っておると

ころでございます。 

 また、次の質問といたしまして、農業関係が多いので、農林課では人数が少ないのでは

ないか。また、１階に集約したらどうかという御質問でございますが、庁舎スペースの関

係で、住民基本台帳、戸籍、環境、税務、福祉などの関係については多くの住民が関係し、

来庁する機会が多いことから１階に配置しており、農林課につきましても、比較的窓口を
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訪れる方が多いことから１階に設置をいたしております。 

 しかし、地方分権の推進とともに事務量も増加し、課の配置場所にも苦慮いたしておる

ところでございます。人員配置につきましては、農林課だけでなく、おおむね全ての課か

ら増員の希望は聞いておりますが、合併時には２７０人程度おりました職員数が、現在は

２１５人となっております。 

 合併は地方自治体が規模を大きくして、大きくなったスケールメリットを生かして職員

の削減や経費削減を図ろうとする取り組みでした。したがって、限られた人員を割り振っ

て配置しております。 

 また、さきにも申しましたとおり、本庁舎は旧まんのう庁舎としての規模で建設されて

おり、全ての業務を１カ所（現在、地籍調査課と健康増進課、水道課は本庁舎外に事務所

を分庁しております）で行うのでは手狭であるのも事実でございますことから、なるべく

早い時期に庁舎の再配置、支所の取り扱いなども含めて、一部分庁舎の考えも含めて、よ

り住民サービスにつながるのは何か、どうすればワンストップで迅速な対応がとれるかな

どを含めて検討したいと考えておりますので、議員各位におかれましても、御協力、御支

援を賜りたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○田岡秀俊議長  再質問、３番、合田正夫君。 

○合田正夫議員  私も町民も言いよることやけど、農林課の一番東の端、課があるわ

な。あそこのもんをほかの階へ移動して、農林課をあそこへしたら部屋もあるし、そのほ

うがええと思うんやけど、そういう考えは町長にはないんやろか。やっぱり住民はそのほ

うがええと思うんやけど、社会福祉とちゃうんかな、東にあるん。社会福祉いうたら仲南

で主にしよるんやきん、無理に１階でせんでも、ほかと変えたら、農林課、下へ集約でき

るんでないかと思うんやけど、そういう考えがあるんか、ないんか、聞かせてくれたらえ

えんやけど、やっぱり町民とか我々、そのほうが便利がええと思うんやけど、町長の考え

どないなか。 

 それと専門の、これから国の方針が変わってくるので、どうせ雇うんやったら、そうい

うものを雇うか雇わんかの。 

○田岡秀俊議長  答弁、総務課長、髙嶋一博君。 

○髙嶋総務課長  合田議員さんの御質問にお答えさせていただきます。 

 合田議員さんが、今、おっしゃっておられるのは、ロビーの一番東側に社会福祉協議会

が、今、出張所というような格好で設置されております。あれは、現在のところはロビー

の一番東側の一部ということでございますので、執務スペースではないので、今のところ

はそういうサービスも必要かということで設置をさせていただいております。 

 なお、いろいろな面で先ほど町長のほうも御返事をさせていただいたんですが、課の配

置等につきましては、育樹祭の準備室が１１月をもって、育樹祭が終わりましたらまた廃

止ということになっておりますので、それも含めて、その折には、もう一度、再編成につ

いて考えていきたいなと思っております。 
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 なお、大きな配置を考えたときに、先ほど町長のほうからも分庁舎というようなお話も

ございましたが、そういうのも含めて総合的に支所の役割、そういう部分も含めて早い時

期に検討する時期は参るのではないかなというふうには考えております。 

 それと、先ほど合田議員さんのほうが専門的な知識を持っておられる方をというような

御意見をいただきました。現在、いわゆる子育て支援の保育所とか、福祉保険課の包括支

援センターとかで専門職の方が働いていただいております。それ以外にも、合田議員さん

おっしゃるように、農業とか林業とかそういう部分についても専門性が高い方がおられま

す。今回、４月に育樹祭準備室を設置させていただいたときに、県を退職されて、林業関

係の知識の豊富な方を室長としてお迎えした例もございます。そういう部分も含めて、さ

きの３月定例会で任期つきの一般職員というような条例を御採決いただいて、設置をさせ

ていただいております。これは、専門性の高い職員を新たに雇用するとかいうことが可能

になっておる条例でございますので、こういう条例を使いまして、新たに専門性の高い職

員については、順次、補充をしていきたいなというふうに考えておりますので、御理解を

いただいたらと思います。以上でございます。 

○田岡秀俊議長  再質問、３番、合田正夫君。 

○合田正夫議員  いろいろ考えていただき、ありがとうございます。 

 それと、今、課長が言うたんやけど、育樹祭が終わったら解散する言うたわな。そした

ら、その専門のもんは、後、町で雇うような考えはあるんか、ないんか、それ、ちょっと

聞かせてほしいんじゃけど。 

○田岡秀俊議長  総務課長、髙嶋一博君。 

○髙嶋総務課長  合田議員さんの再々質問にお答えさせていただきます。 

 地方創生の総合戦略のほうで、町としましても農業は当然のことではございますが、林

業についても力を入れたいというふうに考えております。林業については自然環境を守る

という意味合いだけでなく、農林業の生産をふやすとか、今まで荒廃しております山につ

きましては、町内７０％が山林でございます。これを復活させるのは町としても喫緊の課

題だというふうに考えております。 

 それ以外にも、荒廃竹林もございますし、逆に遊休農地が山林化しておるというような

こともございます。そういう部分も含めて、林業の専門家の知識を生かしていただく場は

多くあろうと思いますので、どこに配置させていただくかという部分は、地方創生を担っ

ていただくか、それとも農林課というような場所で林業を担っていただくか、そういう配

置はあろうかと思いますが、専門家の方によりその知識を生かしていただきたいというふ

うに考えております。以上でございます。 

○田岡秀俊議長  ３番、合田正夫君。 

○合田正夫議員  ありがとうございました。念押しして、してくれるいうんで、もう

これで言うことないんで、これで私の一般質問を終わらせていただきます。ありがとうご

ざいました。 
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○田岡秀俊議長  以上で、３番、合田正夫君の発言は終わりました。 

 ここで、議場の時計で１０時５０分まで休憩といたします。 

休憩 午前１０時３５分 

再開 午前１０時５０分 

○田岡秀俊議長  休憩を戻して、会議を再開いたします。 

 引き続き、一般質問の通告がありますので、これを許可いたします。 

 １番、竹林昌秀君、１番目の質問を許可いたします。 

○竹林昌秀議員  一般質問をさせていただきます。 

 よい雨だったですね。６月４日にはクリーン作戦で、私ども追上自治会は二宮飛行神社

の掃除をやってました。私、やぶそぶり（とぐわ）で削ると、刃がちょっと３カ所欠けま

した。地面が角になっとって、私のやぶそぶり（とぐわ）が高級品やったからか、安物や

ったかわかりませんけど。 

 丸亀平野は麦の借り入れが終わりました。火を放ったところもあったり、それからヒマ

ワリがもう１メーター超えてつぼみが出始めて、６月１５日は満濃池のゆる抜きですね。

我々の農地は躍動しておると、そんなところであります。 

 私の一般質問は、私が就任して以来、平成２６年６月から平成２８年、去年の６月まで

の間に９回質問に立っていて、２７本質問してます。１回３本です。４７個ぐらい私の集

計では御答弁いただいておるんです。 

 この答弁が、調査しますとか、検討しますとか、いろいろお答えいただいておるんです

けど、その後、どうなったのか。２３項目の一覧表を提出して、これ、逐一、答えてもら

うというわけにもまいりませんけれども、町長さんの側で大事と思うもの、あるいは私が

関心のあるもの、その後、どうなったかお答えいただきたいということであります。 

 我々議員、割かし言いっ放しが多いですよね。その後のトレースせないかん。あんまり

厳しいにトレースする気はないです。さっとやるだけやったらできるものもあるし、どな

いに取り組んだって、うまいこと進まんものもあったり、陣容が足りんから、金が足りん

からできんというのもきっぱりと言ってほしいんです。これが１本目の質問でありまして、

どうして着手してないのか、この原因を説明していただきたい。実施の見込みがないでと。

竹林さん、そないいうたって、無理は無理じゃがなという話で結構でございます。これを

ちょっとお答えいただきたいということであります。 

○田岡秀俊議長  答弁、町長、栗田隆義君。 

○栗田町長  竹林議員さんの１番目の御質問は、一般質問の答弁の実施や遂行の実績

についての御質問にお答えいたします。 

 まず、平成２６年６月定例会から平成２８年６月定例議会までの竹林議員の一般質問に

関連して質問をいただいております。これらは、産業、経済、福祉、建設、地域振興、自

治、財政、教育など行政の施策を推進する上で必要な要素を網羅しており、各課各関係機
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関が取り組むべき項目や数値でございます。 

 全てを取り上げてお答えするのは時間的にも難しいと考えられますので、今回は統計関

連事項を中心にお答えいたします。 

 まず、統計関係データはまちづくりの基本であり、ホームページに掲載するとともに、

本町での活用については、各種データは現状分析、計画立案、実施方法、目標値を設定す

る上で他市町との比較、まんのう町の位置づけ、目指すべき方向性を定める判断基準、判

断材料として有効かつ活用すべきものと考えております。したがって、データ解析できる

職員の育成は当然と考えております。 

 したがって、農作物の生産実績、健康や疾病に関する統計、工業・商業の実績やその内

訳、入り込み者数などの観光データなどの各種統計データにつきましては、既存のデータ

はもちろん、国、県などの公的な統計はもちろん、民間のビッグデータについても、今後

は職員の教育や施策の立案の根拠に、さらに施策推進の指標とし、事務事業評価の指標と

して反映できるような環境づくりを目指したいと考えております。 

 また、農業政策、道路、河川など町単独では、引き続き、国や県に要望してまいります。 

 人口減少社会における住民が元気になる子育て支援、生涯教育などの各種方策は積極的

に進めてまいりますが、限られた財源であることから、よく言われますように、選択と集

中は必要であると考えております、 

 このように、質問項目の多くは総合計画やまんのう町まち・ひと・しごと総合戦略など、

各種計画に目標や指標と関連しており、実施計画の中でそれぞれＫＰＩの設定、ＰＤＣＡ

サイクルの確立を意識して業務を遂行するように促してまいりたいと考えております。 

 未着手の原因の説明についてお答えいたします。 

 まず、まんのう町まち・ひと・しごと総合戦略は、昨年度末の２月に平成２７、２８年

度の施策・事業内容の進捗状況や数値目標の達成状況について、各課が取りまとめた報告

書に基づき、ＰＤＣＡサイクルの推進を図るために有識者会議の委員の方々に客観的な効

果検証をしていただき、次年度へ向けての方向性を出しております。その結果は報告書と

してホームページにも掲載しました。また、町の各種計画についてもＰＤＣＡサイクルを

意識しての実施を促しております。 

 そして、各施策、各事業の目標未達成の項目につきましては、個々の達成度を考察、検

証する中で実施時期の変更や事業費不足、国費、県費、交付金などの未採択や申請額の減

額決定等が考えられます。また、地域や各機関との調整結果に伴うことなどが要因として

上げられると思います。 

 特に未着手（実施の見込みの立たないもの）の項目につきましては、実施計画を実行す

るに際に種々条件を精査、現状分析をした結果、事例の一つとして、町なか引っ越し事業

は、引っ越し前後のそれぞれの住居、土地の問題など解決すべき課題が多く、有識者会議

において施策項目から削除が妥当との見解をいただいたケースがございます。 

 こうした状況を受けて、平成２９年度以降の改善事項を明らかにし、ＰＤＣＡサイクル
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の円滑な運用を図りながら、各課においてそれぞれの事業の遂行を指示しておりますので、

御理解を賜りたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○田岡秀俊議長  再質問、１番、竹林昌秀君。 

○竹林昌秀議員  私は就任以来、こればっかり言ってきたんです、いろんな角度で。

では、私は職員たちが真面目に職務をやっているのを知ってますから、問題点さえ気がつ

いたら、ほっとくわけはないと思っております。ただ、気づいてないのはどうしようもな

いので、それは数値の増減、隣接町との比較、類似団体との差異の検証、これで見つけて、

そこに手を打ちゃええわけですね。どこか問題か気がついて、それが執行部と我々が同じ

やったらもめんで済むんですけど、片一方はふえよると思いよるのが、片一方は減っとる

人が話したら、これはかみ合いません。そこは事務方の職員が手間暇かけてやっていただ

くことを期待するわけであります。 

 それで、例えばこの６月議会の町長の経過報告、増減を語られて、数値が的確に述べら

れておりますし、我々議会の委員長さん方の報告も、実に数値を述べて語っておいでます。

これは事務方が的確に報告してるからです。 

 ３年前は、町政報告の中も数字の絶対値だけが書いてあって、対前年度増減何％とか、

その差異はほとんど載ってなかったけど、今、ほとんど載ってます。 

 ところが、まだ載っとらんところもあるんです。それは職場の内部で話し合っていただ

きたい。それは、担当職員がふえよるか、減りよるんかに関心がないからです。大きな問

題だと思います。何の項目を拾ってあるかが職員の力量であり、課長さんの着眼です。 

 例えば、住民生活課が転出先の地名のを出してくれた。高松が多い。次、丸亀だ。次、

何と綾川と出してくれた、今回、６月の教民の常任委員会で。綾川が何で３番目に多いん

やと。これを見つけたら、我々のところの転出をとめられるかもしれません。高松が多い

のはわかる。高松までの通勤時間を３５分にできたら、高松への流出はとまるかもわかり

ませんね。データで打つ手、焦点を見きわめられるということであります。 

 住民生活課長が実に的確に手を打ったということが、私は心よりお礼を申し上げたいし、

水道課長は水質までして、有収率で管理してくれて、これは日本トップレベルでしょう、

水源地でええ水の上に水道課長の眼力が光ったら。 

 ところが、残念な課長さんもある。 

 先ほどの町長の答弁の中で、どこをすべきか答えていただいてます。私１期目の力を注

ぐことはこれに尽きる。何やったらええ、これやったらええは、私の寿命がどれだけある

かわからへんけど、先の問題にしたいということであります。 

 ところで、このデータの整理するのは大変です。コンサルを使えるのは、過疎自立計画

立てたり、ことしは介護保険計画立てますね。それから総合計画立てるときはコンサルに

発注しますから、コンサルに目いっぱい注文つけて、あれ調べ、これ調べ、これはどない

なっとんや、この表をつくれ、わかりにくいがと、こういうたらできますね。一遍、表の

型ができたら、あとは職員たち、地道で着実だからやれると思います。 
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 町長さん、過疎自立計画や介護保険計画、総合計画の立案をするコンサルに、こうした

注文をしっかり実務家レベルの職員と課長さんが話し合って注文つけるんかどうか、これ

をお答えいただきたい。 

○田岡秀俊議長  答弁、総務課長、髙嶋一博君。 

○髙嶋総務課長  竹林議員さんの再質問にお答えさせていただきます。 

 町長の答弁の中にもございましたように、国のほうが、近ごろ、ＰＤＣＡサイクルとい

うような格好で、一つの事業についても、実際、どういうことをして、それを評価して、

それを改善するというようなことを重視しております。 

 町としましても、事業計画については、そのまま計画を立てたままにするのではなくて、

評価をして、それが改善できるような体制づくりをしてまいりたいと考えております。そ

のためには、基礎となりますデータ、この数値がこう変わった、この数字をこう変えるた

めにこういう施策を打つということが当然重要になってまいりますので、その点について

は十分配慮していきたいというふうに考えております。 

 また、アウトソーシングできるところで専門家の有効利用を図っていきますし、それに

加えて町の職員のスキルアップも図っていく必要があるというふうに考えておりますので、

よろしくお願いいたします。 

○田岡秀俊議長  再質問、１番、竹林昌秀君。 

○竹林昌秀議員  コンサルには任せてはいけません。弁護士もです。しっかりこっち

が大事と思うことを注文つけないかん。手を抜かれる。よそで使った分の固有名詞と数値

だけ入れかえて、安う上がるから。ほうぼうが同時にコンサルに頼むから、先にしっかり

注文つけて、ここはめんどうなぞと、うかうかなことでは受け取ってくれんぞ、金はもら

えんぞと思わさなんだら、手を抜かれます。先手必勝です。それには我々が一般質問をし

たところや、日々、課長さん方がつかまえておるところを注文をつけないかんのです。コ

ンサルに発注する前に、よくよく自分たちの物の見方、地域の課題を論議していただきた

い。 

 早速に、最新版の香川県市町村行財政要覧、これ、配っていただいてます。これを見ま

すと、高松市の財政調整基金が１３２億円です。丸亀が４９億円です。三豊市が９１億円

ある。綾川が４６億円持っとる。その次はうちの町です。３２億円、財政調整基金。基金

総計で言いますと、うちより多いのが、高松が２３１億円、丸亀１２８億円、観音寺が７

１億円、さぬき市が１５１億円、三豊市が１７８億円、そして我が町が７０億円持ってい

ると。この資金をどのように循環させるかです。統計上、明らかでありまして、実質公債

費比率はＰＦＩで８２億円の契約したって８．４％で、私の経験からすると大丈夫です。

有効な使い道を考える財政運用、特定目的基金は目的のために使いたいと思うが、町長さ

ん、これ、いかがお考えになりますか。 

○田岡秀俊議長  答弁、総務課長、髙嶋一博君。 

○髙嶋総務課長  竹林議員さんの再質問に対してお答えさせていただきます。 
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 竹林議員さんがおっしゃったように、平成２７年度決算における香川県内の市町基金残

高は、今、おっしゃっていただいたとおりでございます。まんのう町におきましては、基

金残高が全ての基金で合計しまして７０億円を少し上回るというようなベースでございま

す。これにつきましては中長期財政計画でお示ししたように、今からの財政につきまして

は、４年後、合併特例の財政措置が終わります。それと合併特例債等の発行も終わってま

いります。そういうところを見据えながら、基金を含めた長期的な財政運営を心がけてい

きたいなというふうに考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○田岡秀俊議長  再質問、１番、竹林昌秀君。 

○竹林昌秀議員  自主財源を調達する能力が低いわけで、これは財政というより、町

民経済が弱いからです。経済対策、それをどう対応するのか、次の総合計画のテーマでは

ないかなと思います。 

 あわせて、前回の答弁の中で考えていただくような答えが出ておりますのは、集客のた

めの公の施設の改修とリニューアルが不可欠であるとお答えいただいてます。これは学校

の耐震化とか、放課後の児童の過ごす施設とか、そのめどがついたら、ぜひとも、施設は

１０年か１５年たったら、古くなって魅力ないですから、施設というのはそこが提供する

サービスの中身が一番です。２番は施設自体の魅力です。来てみて、ああ、こんなところ

かと。三つ目が笑顔とか接遇でしょうか、サービスというのは。ぜひぜひ、そういう来る

人を飽きさせない投資をお願いしたいということであります。 

 それから諸団体への運営助成金を出しておりますけれども、かつての仲南の生涯学習振

興条例を研究していただいて、根拠に基づく制度化した住民の活動助成金を出す運用を十

分考えていきたいと答えていただいてますので、さらに研究していただきたいと御要望を

申し上げておきます。 

 それからもう一つ、町長さんにお伺いしたい。 

 議員がそれぞれ要望を出しますけれども、全部、それをする必要ない。議員も間違った

ことを言う。私だってです。一人の議員が言ったことは、それはそうやと思ったらやって

いただいたらいいんですけども、違うと思ったら堂々と反論して、我々は住民の代表です

から、話は聞いてもらわないかんけど、議員さん、それは違うでと。皆さん方、日々、掌

握してる専門家ですから、専門家として堂々として、これはできませんと断っていいと思

います。 

 それは常任委員会の申し合わせとか、議会の総意ということになれば、皆さん、不本意

でもせなあかんかもしれませんけど、これは町長さん、いかがお考えになりますか。我々

も一人一人口々に言ってもしようがないんで、意見集約に努力したいということでありま

す。 

○田岡秀俊議長  答弁、総務課長、髙嶋一博君。 

○髙嶋総務課長  竹林議員さんの御質問にお答えさせていただきます。 

 議会と執行部は車輪の両輪に例えられるとおりでございまして、どちらもが住民福祉に
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邁進していくという意味合いでは、執行者側としましても真摯に議会の御意見を拝聴して

まいりたいというふうに考えております。 

 例を挙げまして大変申しわけございませんが、竹林議員さんの地籍調査の部分での課税

状況についてというお尋ねがございました。この部分につきましては、現在、旧の満濃地

域について、旧来の地籍調査が終わってからの課税の変更というような格好で考えており

ます。これにつきましては、旧町のときではございますが、町として住民にお約束したこ

とでございます。こういう部分につきましては対応できないということでの御返事を多分

させていただいたと思っております。こういう場合はきちんと御報告をさせていただくと

いうことで御理解をいただいたらと思います。以上でございます。 

○田岡秀俊議長  再質問、１番、竹林昌秀君。 

○竹林昌秀議員  地籍調査の課税については、２９年前から調べても課税に反映され

てないということで、それはまんのう町民への約束で、事務方としては言い出せませんね。

これは政治レベルがどうするかでしょうね。旧３町間のバランスの問題もあって、約束し

たことであっても、時代、環境が変われば、見直すタイミングはあるんでしょう。これは

時間かけて政治レベルが協議するべきもので、我々がどういうコンセンサスに至るかであ

ります。そういうふうに答えていただくと、物事は進むんだろうと思います。１本目はこ

れで終わりたいと思います。 

○田岡秀俊議長  以上で、１番目の質問を終わります。 

 続いて、２番目の質問を許可いたします。 

○竹林昌秀議員  本町の働き方改革を問うであります。 

 安倍内閣は働き方改革で、学校の教職員の異様な長時間勤務の問題もあります。時折、

不幸な、職務中に脳出血したり自殺したりする人もありますね。我が町の職域ごとの時間

外勤務の実態の報告を求めます。そんなにひどいことは起きてないと見当はついておるん

ですけども。 

 それからもう一つは、非正規雇用の職員がどれぐらいどういう職場においでるのか。保

育所や幼稚園において非正規雇用の人たちが多いと、責任は全うできるのだろうかという

ふうなことです。トラブルが起きたときに、やはり正規職員なり所長、園長という人が対

応しなきゃいけないんでありましょうし、そういう配置がどうなのかであります。 

 それから、いろんな専門職の配置がありまして、例えば昨日は仲南大学で歯科衛生士さ

んが歯の健康を、歯が悪いと内蔵系の病気も治らんのやと、そんなうふうにもおっしゃっ

て、それから管理栄養士さんが骨密度、骨粗しょう症対策の話で、２人が仲南大学で講演

してくれるわけで、わかりやすいです。町民の様子もよく知っているから、よそから高い

お金で雇った講師じゃなくて、そういうことが行われていると。生涯学習の観点の公民館

活動と健康増進活動がミックスしてて、非常に私、すばらしいと思った。それは私が役場

に入ったときにはいなかった歯科衛生士さんや精神衛生士さんや管理栄養士さんを配置し

たからです。私が専門職と社会福祉協議会や福祉保険課でつき合ってますと、私がにわか
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勉強で本を読んだりなんかして質問して、彼女らが答えられんときは、ちゃんと調べて、

専門家のプライドにかけて課長よりはよう知っとるぞというふうにします。それはちょっ

と一般行政職には見られない責任感でありまして、これは学校の教職員もそういうプライ

ドにかけて非常に専門性を発揮していると思います。こうした専門職配置の状況をちょっ

と御説明いただきたいということです。以上、お願いします。 

○田岡秀俊議長  答弁、町長、栗田隆義君。 

○栗田町長  竹林議員の２番目の御質問は、本町の働き方改革を問う。時間外勤務の

実態報告を求めるでございます。 

 まず、正規職員と臨時・非常勤職員の雇用状況及びノウハウの蓄積、トラブル対応につ

いてでございます。 

 ４月１日現在、正規職員数は、議会３名、教育委員会部局７３名、町長部局１３４名、

公営企業（水道課）５名の計２１５名ございます。 

 また、臨時・非常勤職員等の一般的に非正規職員と呼ばれる職員の数は、議会ゼロ名、

教育委員会部局１０８名、町長部局３８名の計１４６名となっております。 

 全体でその割合を見ますと、約４０％が臨時・非常勤職員であるという数字となります。 

 詳細な内訳を見ますと、本庁、支所勤務で勤務している職員では約１９％、人数にして

３４名でございます。 

 この数字につきましては、合併当初より定数管理により正規職員数が減ってきたこと、

また、事業の増加等により、行政サービスを維持していく上で必要な人員であると考えて

おります。 

 また、教育現場であるこども園、小学校、中学校においては約６２％と高い数字ではご

ざいますが、保育教諭、給食調理員、用務員など、サービスを提供する上で必要な人員は

もちろんのこと、支援員や３５人学級の実施による町講師の雇用など、近隣の市町に比べ

質の高い教育を維持していく上で必要不可欠な人員であると考えております。 

 また、御質問のノウハウの蓄積、責任及びトラブル時の対応については、ここ最近の流

れである民間委託と比較いたしますと、臨時・非常勤職員につきましては町の直接雇用で

ございますので、正規職員と比べましても遜色ないものと考えておりますし、状況により

正規職員によるフォローも行えますことから、特に問題はないものと考えております。 

 続きまして、専門職の配置は法令や政府通知を満たすものであるかどうかについてでご

ざいますが、専門職については町独自の経験者枠による採用等で人員の確保に努めている

ところではございますが、定数等もございますので、正規職員のみで必要な人数を確保す

るのは難しいのが実情でございます。現在、法定で職員数の確保が必要な部署は、福祉保

険課の包括支援センター及びこども園の保育年齢別の保育士数であると認識いたしており

ます。 

 そこで、包括支援センターは正規職員で定足数を確保しておりますが、こども園におい

ては正規職員で定足数を確保できていないことから、状況に応じ、適宜、臨時・非常勤職
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員を採用することで法令や政府通知を満たせるよう対応いたしております。 

 また、臨時・非常勤職員の採用に関しては、必ず総務課人事担当者及び総務課長への決

裁を要することとしておりますので、各課の人員状況について確認できる仕組みを整備し

ているところでありますので、よろしくお願いいたします。 

○田岡秀俊議長  再質問、１番、竹林昌秀君。 

○竹林昌秀議員  現状の説明いただいたんですけど、私、ちょっとメモしよって間に

合わんのですよね。こういう報告をされるときに、ちょっとぱらっと数字の表を配ってい

ただいたら、双方わかりやすいのかなと。これは議運ででも我々も相談せないかんなと思

ってます。 

 とにもかくにも、教育や保育において、正規職員７３名に対して１０８人の非正規雇用

があるというバランス、これでうまくいくのかどうかというのはこの本会議でやりとりし

てもなかなか難しいです。個々の職場の現状があるでしょうし、またこれは教育民政常任

委員会や総務常任委員会とかできちんと数字出した上で、施設ごとに職域ごとに論議すべ

きものと思います。安心はしてられんぞということであります。 

 恐ろしいほど正規職員の削減は総務省の指導以上に進んだと。合併して、ベテラン職員

が２年、３年、１年早くやめていきました。１０人やめて、３人、４人採用と繰り返して

こういうことになったわけですけども、限度があるんだろうと思います。 

 時間外勤務の状態が報告されてなかったように思うんですけども、これ、いかがでござ

いましょうか。死ぬほど働いたらいかん。しかし、仕事にはピーク時と軽いときがあって、

一月や二月、夜中まで仕事したって、持病さえ持ってなければ、大丈夫なこと多いですね。

それが恒常化すると、固定化すると非常に危険なことが起きるわけでありますが、その状

態をちょっとお伺いしたいです。 

○田岡秀俊議長  答弁、総務課長、髙嶋一博君。 

○髙嶋総務課長  ただいま、竹林議員さんから御質問の時間外勤務でございますが、

平成２７年度のデータではございますが、これは時間外勤務の対象になるものが１４２人

でございます。これに対して全体の時間外勤務時間が１万４，１４１時間、概数ですが、

単純に割りますと１００時間程度ということになってまいります。 

○竹林昌秀議員  年間やな。 

○髙嶋総務課長  はい。時間外勤務の手当につきましては、支給額が全体で３，０４

５万６，０００円、職員一人当たりの支給額が年間２０万４，０００円となっております。 

 当然、先ほどの合田議員さんのときにも御説明させていただいたように、人員配置につ

きましては、定員管理において職員削減を行ってきた観点から、どうしても繁忙期の職員

配置ではなくて、繁忙期には時間外勤務をお願いするというような体制が経常化しておる

のも事実でございますが、今現在、時間外勤務が大きく広がらないように、安倍内閣のほ

うもそういう取り組みもされておりますし、町としましても経常化しないように努力して

まいりたいというふうに考えておりますので、御理解をいただいたらと思います。 
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○田岡秀俊議長  再質問、１番、竹林昌秀君。 

○竹林昌秀議員  私は、一人、月に２０時間か２５時間ぐらい時間外勤務するのは差

し支えないだろうと思います。人件費節約のために時間外勤務を抑制することのほうが問

題であって、次、町役場の課題が何であるのか、何を乗り越えるべきなのか、目の前にテ

ーマがあるときには、時間外勤務を当人の健康、心身の状態を損なわないことに留意しつ

つ積極的に運用すべきだろうと思います。 

 全く均等に人に仕事が割り振られるわけでもない。それからピーク時、そうじゃないと

きの落差は、単年度主義でやってますから、物すごく差がありますよね。一律時間外勤務

削減の動きに出るのはよくない。ここのベテランの課長さん方は何十年も、３０年、４０

年近く勤務してらっしゃるんですから、どの時期、どういう仕事が忙しいのかお互いわか

り合ってるわけですから、そういう職域に応じた運用をすべきだと思います。弾力的運用

というやつです。 

 それから、図面と数値と照合するような、そういうようなときは賃金職員を雇って手早

くするという、２カ月、賃金職員を雇えばできますよね。それをすべきだろうと思います。

私も５２人か５４人の職場で、ある時期のピークを、住民税のデータを一人で入力した時

期があります。本当、地獄みたいやったです。かといって、用のない月もあったんです。

調査、研究に使ったらいいんですけど、この辺を、町長さん、いかがお考えになりますか。

２０時間、２５時間ぐらいやって、積極的に、お金もあることだし、有効なお金の使い道

を研究されてはどうかということであります。型に入った時間外勤務枠を運用するのはど

うかと。 

○田岡秀俊議長  答弁、総務課長、髙嶋一博君。 

○髙嶋総務課長  竹林議員さんの再々質問に対してお答えさせていただきます。 

 おっしゃるとおりでございまして、町としましても、時間外勤務手当の削減をというこ

とでこういうことを申しておるわけではございませんで、時間内に活動できる、いわゆる

事務効率を上げていくと、職員一人一人のスキルアップするというようなことで努力をし

ていきますし、それでも時間外勤務が長時間に及ぶようであれば、職員配置も考えながら

対応はとっていきたいなと。当然、職員の健康を守った上で行っていくのが必要だという

ふうに考えております。 

 安倍内閣のほうも、ワークライフバランス内就活というようなことを、今、おっしゃっ

ておりますが、これは国レベルでできる話でございまして、町レベルではそこまでいかな

いのが現実であろうというふうには考えておりますが、職員の配置なりを十分に配慮しな

がら、職員が仕事をしやすい職場づくりに努めてまいりたいということで考えております

ので、よろしくお願いいたします。 

○田岡秀俊議長  再質問、１番、竹林昌秀君。 

○竹林昌秀議員  課長さん方には自分の配下の職員と１日１回は言葉を交わしていた

だいて、朝、出勤したら、体調がよさそうなんか、悩みが深そうなのか、ちょっと見ても



－２７－ 

らいたいという気はします。 

 今、政府の論議を見てますと、月間８０時間云々で、それがどうのこうの。月間８０時

間の時間外勤務すると困る職場もあるわけです。 

 それから客商売やサービス業においては、労働基準法は適用外です。そんなことは言う

ておれんというところがありまして、一番時間外勤務を死ぬほどしているのは、ただ働き

をしているのは霞が関の法令つくっている人たちでして、大きな矛盾がありまして、夕方

になりますけどいいですかいうたら、霞が関は、ええ、私たちは何時でもいますから来て

ください言いますよね。それは困った話ですけども、課長さん方がやっぱり表情を見ない

かん。 

 やっぱり解決案が出てこないときは、あちこちから言われて立ち往生して、暗い表情を

している職員はいます。１人が１人の仕事しかしてないから、ほかが手伝ってやれんとい

う。 

 今、職員が何時に出勤して、何時に退出したのか記録がありますから、課長さんがそれ

を見てて、総務課が、ちょっと極端に数字がおかしいのは所管課長に聞いて、あれは大丈

夫かと。時間外勤務してええぞいうたら、昼間はぶらぶらしよって、夜になったら仕事を

始める人もおったり、日曜日、土日にわざわざ出てくる人もないとは限りませんが、それ

は１００人のうち１人か２人でしょうね。そんなのはお互いの中でわかるはずですから、

課長さん方、忙しいと思います。誰が何時に出勤して退出したの、見たぞというクリック

するだけでも目がくらみますけど、人を預かる身でそうした責任を全うしていただきたい

というお願いであります。 

 町長さん、政策研究し、課題発見し、プロジェクトを推進する町にしたいですね。時間

外勤務の有効な柔軟な運用を通じて、職員の調査、研究能力を増したいと思います。以上

で２本目を終わりたいと思います。今のはお答え結構です。要望として出しておきます。 

 済みません、ちょっと言い残しました、２番目。 

 職場には労働安全衛生法がありまして、ほこりが舞う職場ではこういうことを気つけな

いかんぞとか、それから、昔だったら、タイプライター打つ人は、何時間これをやったら

休みをとれとか、職場ごとにありますね。現場を持っているところに関係するんですけど

も、労働安全法の運用基準、これを所属長が理解しているのかどうか、時折点検している

のかどうか、これを伺いたい。 

 そして、それにまとわる、不幸にも、仕事をしてたがゆえに後遺症の残るけがをしてし

まったり、障害が残ってしまったり、あるいは亡くなったりすることがあります。そうい

うときには労働災害の制度があって、これを運用できるだけの職員がいるのかどうか、こ

れをお答え願いたいと思います。 

○田岡秀俊議長  答弁、総務課長、髙嶋一博君。 

○髙嶋総務課長  竹林議員さんの御質問にお答えさせていただきます。 

 労働安全衛生法の運用体制についてでございますが、まんのう町には労働安全衛生法に
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基づきまして、まんのう町職員衛生管理組織規程を定めております。衛生管理者、これは

保健師が該当しておりますが、及び産業医、これは町内の内科医の先生を１人選任させて

いただいております。また、各課より衛生委員を１名選任し、各職場に労働安全衛生上不

備がないか、衛生委員会において確認、運用体制を確立しております。 

 本年度は、これは全国的なものでございますが、ストレスチェックも実施させていただ

いております。これによって、現地等の確認によって、現場の安全管理が保たれているか

のチェックを行っております。 

 また、公務災害補償の制度につきましては、地方公共団体の事業における災害について

は、労働災害補償保険法の補償にいわゆる労災保険の補塡を受けることができないため、

一般の非正規職員につきましては、この労働保険の適用を受けます。正規職員については

受けないということでございまして、公務中の災害による負傷、疾病、障害、死亡等に対

して療養費や休養中の給与、遺族への補償を行う制度がございます。この補償を受けるた

めには、町より地方公務員災害補償基金に対して公務災害の申請を行い、認定を受ける必

要がございます。公務災害の認定を受ける要件といたしましては、公務起因性、つまり職

員の傷病と公務との間の相互因果関係がどうか判定基準となります。よって、適用の申請

を行う事例といたしましては、職務上のけがや公務移動中における事故はもちろんのこと、

職場環境による疾病、例としましては、高温による職場での熱中症や化学物質等による皮

膚疾患、粉じん等の飛散する場所での業務従事による呼吸器疾患など、公務の因果関係が

あるものとなります。 

 しかしながら、全ての災害に対して町独自で判断することは難しいため、公務災害の適

応の判断に迷う場合や、恐らく認定されないであろうという事案につきましては、町の担

当職員より県の地方公務員災害補償基金の担当職員に事情を説明し、申請を上げるべきか

どうかを伺った上で処理に努めております。 

 また、公務起因性が認められる一つの基準として、公務遂行性、つまり当該職員が公務

に従事し、任命権者の支配管理下にある状態で災害が発生したかどうかが重要というふう

に認識しております。このため、出張申請、時間外勤務申請等の各種労務関連の申請や、

公用車の使用簿等への記入、また、労務、設備管理の観点からはもちろんのこと、公務災

害認定の観点からも当然必要でございます。こういう部分については、徹底してきちんと

申請するように職員には指導していきたいなというふうに考えておりますし、現在もそう

いうことについては取り扱われているというふうに考えております。以上、竹林議員さん

の再質問への答弁とさせていただきます。 

○田岡秀俊議長  再質問、１番、竹林昌秀君。 

○竹林昌秀議員  職員たちには、職務に精励してもらうには、町はいざというときに

守ってやるんぞ、安心して仕事してくれという姿勢が伝わることが大事だと思います。 

 実を申しますと、私が仲南町時代に、宿直中の職員がくも膜下出血で亡くなりました。

土日もずっと来てた。総務課に男の職員１人だけだったんです。交通安全や消防防災や施
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設管理や、１人で走り回ってみえました。公務災害になるかどうかわからんけど、勤務状

態を再現せないかん。今みたいに出勤の記録がなかった。押印だけでしたから、再現する

のに困りました。所管課長は、竹林君、わしは部下に死なれたんじゃいう。公務災害申請

したら、責任追及と誤解して、そうじゃない。保険の制度があって、町が半分、当人が半

分掛けた保険金の仕組みがあるから、該当するときには出したら、それがおりてくるだけ

の話です。保険金掛けとるんやから、使わな損という一面があります。当然県の基金、そ

して死亡案件は東京です。職員たちもその勤務の再現に悩みました。そんなにきちんと覚

えてるわけないし。町長や幹部は嫌がっとる、責任追及。 

 私、どうしたかいうたら、奥さんとお父さんに、この書類申請をもって町の責任追及す

ることはいたしませんという誓約書を出してもらって、私、職員組合やったけど、私の解

任請求が出る。竹林さん、個人でやってあげたらええ。団体であるからやれるんであって、

１人でできる話じゃない。４年かかった。通りました。全国の通った事案を調べて、犯罪

の構成要件のあるように、公務災害認定要件があるはずだと想定して、要件分析して書い

て、一発で通した。４年かかった。日本中走り回りましたけど、でもよくは思われんかっ

た。 

 これは保険の制度であって、職員を助ける制度なんだと。責任追及問題とは別問題。刑

事的なことがあれば別です。刑事的なことはまずはありませんから、それから民法上の不

法行為による損害賠償請求が起きれば別ですけども、それはそことの穏当な関係をいかに

築くかです。 

 そうした制度があることを知っておいていただいて、職員が安心して勤務できる努力を

していただきたいことをお願いして、２本目を終えたいと思います。答弁結構です。 

○田岡秀俊議長  以上で、２番目の質問を終わります。 

 続いて、３番目の質問を許可いたします。 

○竹林昌秀議員  ひまわりプロジェクト１億７，０００万円の予算がついていて、搾

油と調理、加工の施設整備が進められるだろうと思いますが、その事業計画を聞きたい。

どういう収支、採算見通しなのか。どれだけつくって、作付補助金をどれだけ出して、幾

ら収納して、絞ったのが何リットルで、何本売って、売り上げ何ぼやと。どこへ売ってい

くつもりやと、それがないと、ビジネスのトータルプランがないと、整備投資には賛成で

きない。私がいた会社では、経理の一番有能な人は、事業部の採算を見て、原価計算をや

ってて、設備投資いきます。設備投資が会社の命運を決めるからです。１億７，０００万

円の契約を結ぶ議会議案が出る前に、どなな運用体制なんか聞いておかなんだら、危のう

ていかん。 

 栽培技術の向上策と反収、幾ら補助金出して、１００キロとるんか、５００キロとるん

かでは、補助金の効率違いますよね。反収を上げる技術が要ると。 

 それから納品するヒマワリの種には品質があるから、一等米、二等米があるように品質

の査定せないかん。 
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 それから、種から絞るの、１キロから６００グラム絞るんか、３００グラム絞るんかで

は、採算性が違う、搾油率の改善。それから、食べ物ですから、品質がようないといかん、

品質管理の。食品衛生法が定める工場の調理加工品のノウハウを持ってないといかんわけ

です。そういう専門性のある組織が、やる人ができなんだら、栽培しよる人がちょろっと

絞りにいったぐらいではいかんと思います。 

 食品業界は、飽食の時代で食べるものが余っとる。ドレッシングつくったって、キュー

ピーと味の素と、ほうぼうがスーパーに並んどる、あの安い中に割り込んで、うちのもの

を買ってもらう、勝たないかんわけですから、これは大変なことが求められるわけです。 

 まず、今、申し上げた事業運営計画、収支採算計画、そうした技術を保全する専門性の

配置、運用、組織体制を問いたいと思います。 

○田岡秀俊議長  答弁、町長、栗田隆義君。 

○栗田町長  竹林議員の３番目の御質問は、ひまわりプロジェクトの事業運営計画内

容と収支採算計画の説明を求めるものでございます。 

 現在、まんのうひまわりプロジェクトの推進組織としてひまわり振興協議会が設立され

ており、良質なヒマワリの種子を採取するため、香川県中讃農業改良普及センターにまん

のうひまわり栽培のしおりを作成していただき、栽培技術研修を実施し、栽培技術向上に

尽力いたしておるところでございます。 

 ここでは栽培技術だけでなく、町内一円でのさまざまな土壌条件の中での取り組みとな

ることから、その土地に合った施肥と除草を中心として、できる限りの良質な品質確保に

努めることといたしております。 

 これは、施肥と除草の時期、そして水田活用の場合には、排水対策をよくすることで生

育に大きな効果が出ることとなり、反当収量の増加にもつながることから、栽培者には雨

季の管理をしっかり行っていただくことをお願いしているところでございます。 

 ことしの収穫は、昨年より半月ほど前倒しで時期をずらしながら植えていただいたこと

から、８月の盆ごろからの刈り取り作業を予定しています。これは長雨や台風、鳥による

食害を最小限に避けることにもつながるものでございます。 

 ことしの作付面積は昨年の１６ヘクタールから２２ヘクタールへと増加しており、町内

全体では作付本数が１００万本を超えてのヒマワリが咲き誇ることとなり、栽培研修の成

果が出ますと、全国でもトップクラスのひまわりの町まんのうを積極的に売り出せること

と期待しており、あとは自然災害に見舞われないことを祈るところでございます。 

 御質問の景観作物としての集客計画では、例年のように仲南地区の帆山で７月１６日の

日曜日に「ひまわりまつり」を開催するところですが、ことしもさまざまなイベント企画

により来観者をお迎えしたいと考えております。 

 また、ことしはひまわり畑内に迷路を制作するなど新たな趣向を凝らすとともに、各栽

培エリア情報をリアルタイムに発信することで、全町的な来観者の増加に期待をするのと

同時に、町内での経済活動につなげればと考えております。 
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 生産者への栽培助成金につきましては、昨年度までは５ヘクタール以上の団地には１０

アール当たり５万円、それ以外の農地につきましては、町産堆肥の使用、不使用により１

０アール当たりそれぞれ３万円または２万円の補助金を交付しておりましたが、本年度か

らは堆肥の使用状況は問わないものといたしております。 

 栽培助成金の交付状況では、平成２８年度の作付面積が１６ヘクタールで対前年比約１．

４倍となり、補助金は総額７３０万円と対前年比約１．３倍となりました。 

 栽培農地は集団化された仲南地区の帆山と中山の約１１ヘクタールを中心として、３町

の広い地域で作付がなされました。 

 しかし、平成２６年、２７年は台風の影響で生産量が壊滅状態であったのに続き、昨年

も近年にない長雨の影響を受け、作付面積の増加にもかかわらず、生産量は４トン足らず

となりました。品質的にも天日乾燥に手間がかかったことから、良質な種子が少量であり

ました。このような中、本年度はさらにふえて、作付の希望時点の面積で２２ヘクタール

ほどとなり、対前年比１．４倍になっております。 

 このことから、来年度の作付面積につきましては、本年度の種子収量や商品開発及び販

売予想状況を精査しながら作付面積の調整をさせていただく必要があると考えております

ので、よろしくお願いいたします。 

 ことしからのヒマワリオイル生産は、地方創生事業として今まで以上に品質最優先とし

て商品開発に努めることとしており、これには最適な搾油工程管理だけでなく、オイルの

原材料である種子が良質であることが求められます。 

 特に、ヒマワリの種は水分率が５０％以上と多いため、カビが生えやすく、刈り取り後

は速やかに１３％前後までの乾燥が必要となっています。昨年までは自然天日乾燥であっ

たため、天候によってはカビの増殖に気をつける必要がございましたが、ことしは平型乾

燥機を購入したため、乾燥工程管理が容易になると考えておるところでございます。 

 また、保管につきましても、仲南東小学校跡での拠点整備事業の中で備蓄のための保冷

庫の設置を計画しており、天候不順対抗策としての原材料の安定供給に努めることといた

しております。 

 搾油技術及び品質管理につきましては、香川産業支援財団と連携を図るとともに、６月

中旬に先進地視察を実施し、振興協議会の取り組みとして積極的に生かしていく所存でご

ざいます。 

 次に、搾油率の改善策では、搾油の前段階処理により数％の上乗せ効果があることから、

プラント設備導入過程で精査をお願いしてまいります。 

 商品開発につきましては、基本となるヒマワリオイルの精製度を高めることで商品価値

が上がり、関連商品としてのドレッシング等にも付加価値を持たす必要があります。また、

収量が安定すれば、シャンプーやボディローション等にも転用が可能であるため、今後も

調査研究の支援を行ってまいりたいと考えております。 

 なお、会計処理の関係から、農事法人ほのやまにおいて収支決算を行っていましたが、
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栽培面積が全町にわたり大きくなってきたことから、新たな法人格を持った事業者の検討

も行いたいと考えておりますが、当面は従来よりある第三セクターに協力をいただき、事

業推進を行いたいと考えております。 

 先ほど申し上げましたように、クレーム処理対応につきましては、当面は町内の第三セ

クター等が窓口となっていただきたいと考えております。 

 新たな商品開発に伴い単価見直しも検討していることから、販路は料理研究家やマスメ

ディアに精通しております映像プロデューサー、デザイナーの支援とアドバイスを受けな

がら地元でも売り込みながら、基本は都市部でも販売促進策を進めます。 

 現在、年明けに東京での瀬戸内旬彩館で直接販売予定となっており、今後は都内のデパ

ートも含め関西地域でも販売促進活動を積極的に行ってまいります。 

 また、ふるさと納税返礼品にも対応した商品や贈答品をラインナップし、ネットにアッ

プすることで町のイメージ向上にも期待しておるところでございます。 

 基本的には町内の第三セクターに受け皿となっていただく予定ですが、実質的にはひま

わり振興協議会と行政が支援を行いながら、商品開発と販路開拓に鋭意努力するものであ

ります。 

 なお、現在、積極的にひまわり事業に取り組んでいただける方を募集するなど、出資を

含めて町内優良事業者に声かけを検討しているところでございます。 

 近隣自治体では、社長候補者募集をウエブで募っているところも見受けらますが、でき

れば本町町民の中から本町の農業施策の大改革に手を挙げていただく方がいれば心強いと

考えているところでございますので、よろしくお願いいたします。 

○田岡秀俊議長  質問の途中ではありますが、ここで１３時３０分まで休憩といたし

ます。 

休憩 午前１１時５１分 

再開 午後 １時３２分 

○田岡秀俊議長  それでは休憩を戻して、会議を再開いたします。 

１番、竹林昌秀君、質問を再開してください。 

○竹林昌秀議員  ひまわりプロジェクトは、何トンできて、何リットル絞って、何本

売って、売り上げ何ぼになるんですか。粗利益は何ぼですか。この収支採算計画書がない

ままプロジェクトに賛成するわけにいかない。その提出を求めます。 

○田岡秀俊議長  答弁、企画観光課長、長森正志君。 

○長森企画観光課長  竹林議員さんの再質問にお答えいたします。 

 まず、本年は２２ヘクタールを作付しておりまして、反当たりおよそ１００キロとれる

と計算をいたしております。それで収穫量が約２０％、大体反当たり２０キロ、２０リッ

トルという計算であります。ということで、本年度、例えば２０ヘクタールをした場合に

は、２００ミリリットルの瓶が１００本製造可能ということでございます。ただ、これは
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天候とかその年の収穫にもよりますが、おおむね標準的な数字としては２００ミリリット

ルで１００本という数字でございます。以上でよろしいですか。 

○田岡秀俊議長  再質問、竹林昌秀君。 

○竹林昌秀議員  ２０ヘクタールでその率でいって、売り上げ何ぼになるんですか。 

 それから、１億７，０００万円投じる搾油調理加工施設のランニングコスト、それを幾

ら見積もっとるのか、それをお伺いしたい。 

○田岡秀俊議長  答弁、企画観光課長、長森正志君。 

○長森企画観光課長  竹林議員さんの御質問にお答えします。 

 まず、機械の減価償却であります。これにつきましては３，０００万円で、１５年を使

うとして、減価償却が１８０万円を見越しております。単純に販売経費、それと加工経費、

そういったものを差し引いて、反当たり１０万円ということで計算をいたしております。

以上です。 

○田岡秀俊議長  再質問、１番、竹林昌秀君。 

○竹林昌秀議員  減価償却まで見る必要はないと思うんで、賃金とか消耗品とかのラ

ンニングコストだけ引くぐらいでやらなんだら、それでも赤字やと思う。私は七百数十万

の栽培補助金で町の知名度、話題が上がるんであれば、七百数十万なんていうのは安いも

のだと思います。町の知名度を上げるのはそう簡単にできないと思います。 

 収支採算については、赤字を覚悟しないとできない。油を売ったぐらいではどうにもな

らないと思います。 

 大根や白菜や米を売るのが一番もうかるんです。それを売るところに、ヒマワリ油がち

ょっと横にあったら特色が出るんであって、特色ある産物というのは大量に売れないから、

手間暇かかるだけ。しかし、それがないと産直市も成り立たないわけです。赤字覚悟でや

るべきだと思います。町長、これについて答弁を求めます。減価償却まで見たら途方もな

い。到底無理な話。 

○田岡秀俊議長  答弁、企画観光課長、長森正志君。 

○長森企画観光課長  竹林議員の再質問にお答えします。 

 まず、これは地方創生の交付金で行っておりまして、３年をめどに徐々に交付金が下が

ってきて、あとは事業主で自立してやっていただくという事業でやっております。 

 そういった観点で見ますと、初期の３年間は行政のほうが横から携えていって連携をと

っていくと。それ以降は、経営計画にのっとって、当初、数年は赤字当然あろうかと思い

ますが、それ以降は黒字を目指して経営をしていただくということで考えておりますので、

よろしくお願いいたします。 

○田岡秀俊議長  １番、竹林昌秀君。 

○竹林昌秀議員  私は、到底それは成り立たない展望だと思います。町の知名度を上

げる公益性の名のもとにやる覚悟を固めるほうが現実的だと思います。これは議会も含め

てよくよく論議しましょう。 
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 誰が売りに行くのか。そして、作付から売りに行く施設の運営まで、トータルの責任者

は誰なのか。夜も寝ずして必死に考えて走り回る人が誰なのか。今回、人のことを、責任

者を聞いてます。 

○田岡秀俊議長  答弁、企画観光課長、長森正志君。 

○長森企画観光課長  竹林議員さんの御質問にお答えします。 

 まず、生産、それと加工、販売、このルートに従って、それぞれの役割分担があろうか

と思います。生産については、それに精通する人が協力してやっていただく。加工はもの

づくり協議会の事業の中で展開する。まずは販路拡大が重要だと思います。生産して物を

つくっても、売れなくては利益は上がっていかないということで、販路拡大、それにつき

ましては、行政もそれに精通している人間がなかなかいない関係で、ただいま百十四銀行

と金融、民間との連携協定のもとに、そういったアドバイスも受けながら販路拡大を目指

す、そういったことで生産量をふやしていくのに循環型の加工、そういったものをつくろ

うということでやっておりますので、御理解のほどよろしくお願いいたします。 

○田岡秀俊議長  再質問、１番、竹林昌秀君。 

○竹林昌秀議員  今、人選はできてないということですか。 

○田岡秀俊議長  答弁、企画観光課長、長森正志君。 

○長森企画観光課長  竹林議員の再質問にお答えしたいと思います。 

 ただいま初期の段階で、竹林議員おっしゃるとおり、明確にこのメンバー、この人間が

そうであるというまでは至っておりませんが、今、それぞれの分野で中心的にかかわる人

間、販路も含めてそういったものを選定しているということで、各関係機関にも協力をい

ただきながら進めてまいりたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○田岡秀俊議長  再質問、１番、竹林昌秀君。 

○竹林昌秀議員  今、お話を伺った範囲では、私が岩手県から宮崎県、佐世保の離れ

小島まで回った、失敗した第三セクターの典型的な事例にピタリ符合する。失敗事例はど

こも似たり寄ったり。成功事例はどこも一つずつが違います。うまくいくと思っているの

か、町長、答弁願います。 

○田岡秀俊議長  答弁、町長、栗田隆義君。 

○栗田町長  現在のところは、目標をきちっと決めて、それに向かって成功するよう

に努力をしていきます。 

○田岡秀俊議長  再質問、１番、竹林昌秀君。 

○竹林昌秀議員  私は仲南町が販売の予定もなく売れ残った山のヒマワリ油を売りに

走り回った身です。竹林さん、あんたは熱心やけども、あんた役場の人でしょと。あんた

はほかにかわるはずやと。だから、あんたは熱心な人やけど、仲南町と手を組むわけにい

かんと、いろんなところに断られました。本気でやれる人だと相手が見抜かないことには

取引に応じてくれない。これをどう考えますか。 

○田岡秀俊議長  答弁、町長、栗田隆義君。 
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○栗田町長  竹林議員さんの質問にお答えいたします。 

 現在のところでは、先ほども申しましたように、３年をめどに民間の協力をいただいて、

民間会社で新しい会社を立ち上げて、それを軌道に乗せていきたいと考えております。 

○田岡秀俊議長  再質問、１番、竹林昌秀君。 

○竹林昌秀議員  説明は承りました。私が持ちかけた課題をクリアできるのかどうか。

これからしっかり実務レベルで検討していただきたいし、議会も相談に乗りたい。力を合

わせて何とかやりたいものです。 

 以上、私の３点目を終えたいと思います。 

○田岡秀俊議長  以上で、１番、竹林昌秀君の発言は終わりました。 

 引き続き、一般質問の通告がありますので、これを許可いたします。 

 ６番、関洋三君、１番目の質問を許可いたします。 

○関洋三議員  関洋三です。ありがとうございます。 

 早いもので、議員の任期も４年の任期で最終年を迎えるわけでございまして、早い話が、

来年の今ごろ、ここに立っているかいないかは誰にもわからないというところでございま

して、しっかり質問していこうと思っております。 

 通告は、今回、規則により三つまでということなんで、三つ予定しておりますが、きょ

う、庁舎へ来て気がついたこと、住民の皆さんのためになることでありますので、一番に

申し上げたいと思いますが、ロビーに入りますと、左に情報板がありまして、ＱＲコード

を何げなくスマホでかざすと、いろんな情報を知ることができました。それに合わせて私

のスマホが電波を拾いまして、そしてＷｉ―Ｆｉの環境になっているということを、きょ

う、知りました。早速、担当の方に聞いてみますと、１カ月ぐらい前からそのようになっ

ているというようなことで、それはフリーでできますので、パスワードなしで庁舎という

回線で無料で電波を拾って、スマホやタブレットが動くということでございますので、

前々からお願いしとったことが、今、そのように対応していただいたということで、本当

にうれしく思いますし、また、今の４階におきましては、これはまた議場という名前でパ

スワードが要りますけども、それでスマホもタブレットも動くというようになっておりま

すので、これもすごい進化だなと思いまして、そういう中で、今回、中讃ケーブルテレビ

という話もさせてもらうんですけども、これは中讃テレビで情報がそれで終わるが、それ

でええがという話ではありませんので、やはりインターネットを駆使して、今の時代に沿

った情報通信しっかりやっていただきたいと、そのように感じましたので、前もってお話

をさせていただきました。 

 そういうことで、きょうは中讃テレビについて、そしてもう一つは、認知症予防につい

て、そして三つ目が自主防災組織設立についてを質問させていただきまして、勉強してい

きたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 質問その１といたしまして、中讃テレビについてを申し上げます。 

 丸亀市内に本社を置く中讃ケーブルテレビジョン株式会社とまんのう町の関係は、まん
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のう町が合併後の平成２０年６月から放送が開始されて以来、延々と続いていますが、今

後、契約更新の時期や再契約等についてどのような考えでいるのかをまずお答え願いたい

と存じます。お願いします。          （大西樹議員退席 午後１時４６分） 

○田岡秀俊議長  町長、栗田隆義君。 

○栗田町長  関議員の１番目の質問は、中讃ケーブルテレビとの契約更新時期及び更

新内容についての御質問でございます。 

 まず、中讃ケーブルテレビとの今後の契約更新時期についてですが、現在の契約は、ま

んのう町と中讃ケーブルテレビジョン株式会社が、平成２０年３月に平成３０年３月３１

日までの１０年間のＩＲＵ契約で今年度中に契約更新時期を迎えます。 

 ＩＲＵ契約とは長期的継続契約のことで、サービスの提供について継続的な運営や維持

管理を考慮し、民間のサービス事業者に施設を貸し付けて、その貸付料で保守に必要な費

用を賄う公設民営方式を選択いたしております。 

 また、再契約につきましては、現在、契約内容に照らして、整備当初から現在までの町

内における利用状況の推移や施設の経年劣化、メンテナンス状況を精査・分析するととも

に、町内全域に整備した光ファイバー網のさらなる有効活用を目指して次期契約内容等に

ついて検討している段階でございますので、よろしくお願いいたします。 

○田岡秀俊議長  再質問、６番、関洋三君。 

○関洋三議員  ありがとうございます。それでは、その中身について事実関係を申し

上げて質問させていただきますが、この春、高篠小学校では１２９回目の卒業式が行われ、

３１名の６年生が巣立っていきました。その模様を中讃ケーブルテレビジョン株式会社が

取材に来られて、終始、カメラが回っていました。帰る際に、学校関係者からは案内があ

り、取材してくださった卒業式の模様は何日と何日、再放送も何日と何日と克明に説明を

受けたので、私のほうも何げなく答えました。それじゃあ、きょうの思い出に残る模様が、

学校のテレビで先生や生徒らが一緒になって見ることができていいですねと申し上げまし

たら、何と驚きました。学校ではケーブルテレビは見れませんとの返事に、周りから驚き

とざわめきが起こりました。来賓の方々ですけども、思いもよらない出来事でした。 

 議会では、定例議会が開催されるごとに、行政報告の中で、中讃ケーブルテレビジョン

株式会社と契約を交わした世帯の件数が、毎回、新たに報告されています。これは行政の

ほうがケーブルテレビに契約の推進していると見るべきでしょう。となれば、なぜ公共施

設にケーブルテレビを見れるようにしていないのか不思議でなりません。 

                       （大西樹議員着席 午後１時４９分） 

 次に、高篠こども園、旧の高篠幼稚園のことですけども、こども園も調べてみたところ、

意外な事実が判明しました。こども園のほうも小学校同様にケーブルテレビを見れる環境

にありませんでした。過去にこども園でもケーブルテレビから取材を受けたときには、そ

のときに聞いた話ですけども、保護者がこども園での取材模様を見せるために、契約して

いる自宅の中讃ケーブルテレビの放送番組をわざわざ家のほうで録画して、こども園まで
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持ってきてくださって、みんなで見ていたようです。 

 しかしながら、それも続けることは今はできず、中讃ケーブルテレビのほうからの操作

で、今は自宅で自由に録画することもできなくなっております。現在は保護者が中讃テレ

ビ放送を自分のスマホで撮影して、それをデータで持ってきてくださって、こども園のテ

レビにつないで園児に見せているようです。まず、この実態は把握されておるでしょうか、

お答え願います。 

○田岡秀俊議長  答弁、教育長、三原一夫君。 

○三原教育長  関議員さんの再質問にお答えしたいと思います。 

 小中学校、こども園におきまして中讃テレビが視聴できるかとの御質問であろうかと思

います。 

 現在、町内の学校関係で中讃テレビが視聴できるのは、仲南こども園のみでございます。

仲南こども園では、取材を受けた番組の放送を、放映時間が保育時間の中であれば、園児

と一緒に視聴しているようで、昨年度、仲南こども園が取材を受け、放映されたのは、秋

に行われた交通安全キャンペーンなど、３回ほどでございます。 

 町内のほかのこども園の取材は、満濃南こども園の入園式など、昨年度を通して８回で

あり、それぞれのこども園で１回ないし３回放映されております。 

 また、満濃中学校で運動会や校内弁論大会などの取材を受けており、小学校においては、

四条小学校の卒業式の様子など、６校で合わせて２２回の取材を受けております。 

 今後、各こども園や小中学校の教育関連ニュースの視聴をどのように教育現場で活用で

きるのかを検討してまいりたいと考えておりますので、御理解を賜りたいと存じます。 

 以上で、関議員の再質問への答弁とさせていただきます。 

○田岡秀俊議長  再質問、６番、関洋三君。 

○関洋三議員  答弁ありがとうございました。ぜひ検討していただきたいということ

ですけども、こういう話を知って、住民の皆さんがどう思うかということなんですけども、

当然、対応していかなきゃいかんわけなんで、それにつきまして、続いて再質問をさせて

もらいますと、まんのう町の本丸であります。本丸といえばこの場所ですけども、この庁

舎にも、玄関ロビーを入って左に中讃ケーブルテレビが終始放映されております。当然、

ケーブルテレビがつながっているとばかり思っていたら、何とこれも契約はできておらず、

先ほどの答弁のとおり、要するにつながっておりません。放映しているテレビは、ケーブ

ルテレビ会社がデータで持ち込んで、営業ということで放映していると知りました。一体

全体、町内の公共施設ではどの施設が契約できて、契約できていないのはどこか十分整理

して、教育関係のことは、今、教えてもらいましたけども、整理して教えてください。各

地区の公民館ほか公共施設等の話ですけども、そして、これが大事だと思うんですよ。今

後の再契約時に向けてこのままでいくのか、そんなことはないと思いますけども、このま

までいくのか、それとも新しい情報周知の戦略があるのか、そういうところをお答えくだ

さい。以上です。 
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○田岡秀俊議長  答弁、町長、栗田隆義君。 

○栗田町長  関議員の再々質問にお答えいたします。 

 町内の公共施設の中讃ケーブルビジョンとの契約状況ですが、教育施設も含め６０施設

のうち１８施設がテレビの契約をしており、８施設が難視聴地域の再送信での契約となっ

ております。 

 今後、未契約となっている施設につきましては、各施設の状況を確認し、ＩＲＵ契約期

間終了に伴う再契約に連動して順次整備してまいります。 

 あわせて、地域に密着した情報や住民への情報伝達ツールとして、より一層の内容の充

実を図るよう中讃ケーブルビジョンと協議を図ってまいりたいと考えておりますので、よ

ろしくお願いいたします。 

○田岡秀俊議長  以上で、１番目の質問を終わります。 

 引き続き、２番目の質問を許可いたします。 

○関洋三議員  ありがとうございます。１番目の質問につきましては、もう質問しま

せんでしたが、これは私の一方的な話ですけど、最初に申し上げましたように、時代の変

わり目とともに役場の環境も変わって、そして通信環境も変わりまして、まんのう町の庁

舎内にＷｉ―Ｆｉが使えるという時代になってきております。これは、これからの問題等

にもかかわりますので申し上げますと、やはり極端に言うと、通信契約、お金出さなくて

も、この庁舎へ来れば通信回線が働いて、自由にスマホからインターネットや、タブレッ

トからインターネットができるということですので、これを聞いて、これからは若い子が

ロビーに押し寄せてきて、これを使ってという話もできるわけなんで、そのぐらい世の中

が変わっていくというようなきっかけになるんではないかと思います。そういうことを速

やかにキャッチして、そしていろんな政策が打てるんじゃないかと、そのきっかけになる

んじゃないかと。困るという話じゃなくて、これはメリットというように考えていくべき

だと思います。 

 そういうのも駆使しながら、二つ目の質問の認知症予防について、これも大いにかかわ

ってくるんじゃないかと思いますので、そういう意味でも質問させていただければと思い

ますが、二つ目の質問です。 

 認知症予防についてお伺いいたします。 

 ひとり暮らしの認知症の問題が課題となっていることから、まんのう町の現状とこれか

らの対策を質問します。 

 今やいろんな会合に参加すれば、６５歳以上の高齢者の４人に１人が認知症とその予備

軍になるという推計の話をよく耳にするようになりました。御夫婦だけとか、例えば配偶

者が亡くなられたら、大半の方は１人で生活するようになります。こうした中で、ひとり

暮らしが認知症の発症のきっかけにもなり、やがて私、自分にも起こる得ることだと、未

来の自分の課題として地域づくりが大事になってくるのではないかと、当然、考えなくて

はならないと思います。 
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 まんのう町ではひとり暮らしの人数や介護認定者は、今、何人ぐらいおられますか。 

 また、介護保険を使っていない人の認知症の方がおられるとの話をちょっと聞いたこと

もありますが、そのような方にはどのような対応をされているんでしょうか。そういうと

ころを御答弁願いたいと思います。 

○田岡秀俊議長  町長、栗田隆義君。 

○栗田町長  関議員さんの２番目の御質問は、ひとり暮らし高齢者の人数、介護保険

認定者の人数及び介護保険を使っていない人の認知症の方の対応ということでございます。 

 認知症高齢者の方、平成３７年には約７００万人、６５歳以上の高齢者の約５人に１人

に達することが見込まれております。 

 本町におきましても、平成２５年度に介護保険を申請した方の原因疾患の第１位が認知

症で２５％であります。介護保険認定者１，２１０人中４４６名の高齢者が認知症と診断

されております。 

 認知症は誰にも起こり得る脳の病気であり、認知症予防は大切な施策の一つと考えてお

ります。 

 さて、ひとり暮らし高齢者の人数についてですが、ここでは６５歳以上の方のというこ

とでお答えいたします。 

 住民基本台帳上では、５月１日現在でございますが、１，３７１人でございます。民生

委員さんが調査いたしました平成２８年度の在宅福祉実態調査では６１８人となっており

ます。 

 また、介護保険認定者数は１，３００人となっております。昨年と比べまして４３人、

約３％の増加となっております。 

 介護保険を使っていない認知症の方への対応について説明いたします。 

 認知症で困っておられる方の情報を得た時点で、地域包括支援センター職員が早期に御

自宅などを訪問し、状況を把握するようにしております。身内の方、また、地域の民生委

員の方などに御協力をいただきながら介護保険の申請を行い、介護保険のサービスにつな

げたり、介護保険の支援が必要でない方、すなわち介護保険の介護度が自立と判断された

方につきまして、高齢者の各種サービスの利用を進めております。 

 また、６５歳以下の方でも老化が原因とされる病気、特定疾病に該当するようであれば、

介護保険を勧めておるところでございますので、よろしくお願いいたします。 

○田岡秀俊議長  再質問、６番、関洋三君。 

○関洋三議員  ありがとうございます。 

 続けて、再質問いたしますが、認知症予防対策は早期発見と早期対応であります。認知

症施策推進プランの取り組みはどうでしょうか。お伺いいたしますが、認知症対策はこれ

からのまんのう町にとって介護保険制度の中で重要な課題となってきます。安心して暮ら

せる老後のために、地域づくりなどで認知症患者を支えるまんのう町の今後の本格的な取

り組みについてお伺いしておりますけども、私の考えを申させていただきますと、私なり
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にやっていることは、最近、筑波大学の先生が考案したというスクエアステップというの

があって、そのマット、昔、屋根瓦の一部をちょっと足でけって、枠のところを飛んで前

へ行きよったというのが、子供のとき、やっておったことをイメージしてもらえばええん

じゃないかと思うんですけども、別に瓦をける話じゃないんですけども、要するに、片足

が入るだけの大きさの枠が、スクエアというのは四角ということですから、それが四つ並

んでおりまして、上に四つの１０段あって、その枠を下から、右左、右左とか、そういう

ようにしながら上へ行くと。１メートルの２メートル５０ぐらいのマットですけども、滑

らないようなマットを通信販売で購入して、その筑波大学の先生の教えの分をインターネ

ットで見て、そのプランがいろいろ自分らで考えたらええし、例えば右足と左足、そして

また、真ん中へ右足、左足、終わったら、そこで手を打って、そしてまた次へ行くと。そ

れを１０続けて、それで向こうへ行ったら完成やから、次、来た人と、後ろ前になってハ

イタッチすると。そのようにしながら和やかにチームでやっていったり、自分でやってい

ったりすると。 

 これは何かといいますと、やはり認知症予防の中で、頭を使って体を動かす、こういう

ことなんです。私が言うまでもない話なんですけども、そういうのもあるということで、

ぜひこういうのも取り組んでいただいてもええし、私は私なりにそういう地域で取り組ん

でいこうと思いますので、またよかったら御支援もいただきたい、そういう思いでお話し

しました。 

 そういうことでちょっと余談になりましたが、小学校エリアでは、公民館での研修や講

習となりますが、町の支援といいますとそのような講習もありますが、一番言いたいのは、

きめ細かな対応となれば、やはり近くにある集会所の利用ではないかと思うんです。今で

もリタイアした高齢の人でも散歩をしてみたり、田んぼを見に行ったり、そんなんをしな

がらでも、なかなか集会所のほうへは足を運ぶのがちょっと難しいかなとか、用事もない

のに行くのも何かなというのがあるんですけども、これからは集会所を利用するのも一つ

の案でないかと。よかったら、毎日、集会所をそういう場に使ってもらえばというように

も考えます。なじみの場所といえば、やはり近くの集会所でないかと思いますので、今後、

介護予防と介護支援の要領を専門職の人から伝授いただき、集会所でそういう話を聞いて

なれていけば、また地域で支え合いができる状態に持っていく、これが理想じゃないでし

ょうか。包括ケアシステムの原点に立ってもらえば、こういう話もわかっていただけるん

ではないかということを申し上げました。 

 こういう理想を現実にしていくプランは、今、行政のほうでお持ちでしょうか。そうい

うところをお伺いします。以上です。 

○田岡秀俊議長  町長、栗田隆義君。 

○栗田町長  関議員さんの再質問にお答えします。 

 まずは、認知症で困っていますが、介護保険等のサービスを利用されていない方を知る

ことから始めます。 
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 包括支援センターでは、高齢者の方を訪問している職員がいます。この職員から情報を

知り、また、民生委員さん、御近所の方からの情報もあります。介護保険関係者、このよ

うな方は担当の介護保険利用者のみならず、周辺の方のことも知っておられる方もおり、

情報を提供していただけることもあります。 

 また、近隣の介護支援専門員とは２カ月ごとにケアマネ連絡会議を開催しており、この

中で情報を得たりしております。このような方法で得られた情報により、地域包括支援セ

ンターの職員が訪問などを行っております。介護保険の申請は、いつでも受け付けており

ます。なお、介護保険のサービスも介護保険の申請を行った日より利用できるようになっ

ておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

○田岡秀俊議長  再質問、関洋三君。 

○関洋三議員  私の再質問もこれで最後になろうと思いますけども、私のいいたいこ

とのポイントを一つだけ聞いてほしいと思って申し上げたいんですけども、要するに、先

ほどちょっと申し上げましたように、どんなエリアでいきますと、やっぱり公民館とかこ

ちらのほうの施設を利用しての研修とかいうのはしっかり取り組んでおられるし、また、

これからもその一層の充実を図られると思うんですけども、大事なことは、先ほど申し上

げましたように、なかなかこちらのほうへ来にくい、公民館へ行きにくいという人もやっ

ぱりおられるので、いろいろ町、市の対策を調べてみたら、こういうこともあるんです。

せめて５人以上手を挙げておけば、来ていただくと。それはどこかといったら、一番近く

の集会所など。また、集会所がなければ、この家とかです。班長さんの家とか、リーダー

さんの家とかいうところへ来てもらって、そういう話をしてもらう。ずっとするわけじゃ

なくて、先ほども申し上げましたように、それになれれば、お互いがそれをやっぱり助け

合ってやっていく土壌ができるんでないか、そういうきっかけを行政は目標にして進めて

もらいたい。まずは、５人以上手を挙げれば、喜んで行って話しますよというような体制

を、それは人数のかげんや何かもあって、すぐにはなかなか難しいかわかりませんけども、

例えば一般の人でそういう人をつくっていったらええわけなんで、そういうのはやっぱり

政策提言になりますか。そういうのを議会で申し述べることによって、やっぱり皆さんに

も期待度が上がっていくんでないか、聞いていただける人も、そういう私は狙いがあるん

ですけども、それについてええ答弁をいただければ、聞いていただいとる人も安心してい

かれるんでないかというふうに思いますので、最後の再質問になりますが、御答弁願いた

いと思います。以上です。 

○田岡秀俊議長  答弁、福祉保険課長、佐喜正司君。 

○佐喜福祉保険課長  先ほど、関議員さんの質問の中でいろいろなエクササイズがあ

るということで御質問もいただきました。 

 私どのほうではコグニサイズというような名前のついたエクササイズを、今、実践して

ございます。呼ばれればどこへでも行って、５人なり、そこら辺の人数からコグニサイズ

を広めていきたいと思います。 
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 コグニサイズにつきましては、どのようなことかと申しますと、一つのことをしながら

もう一つのことをする。例えば、歩きながら頭の中で引き算をするとか、何か手で違うこ

とをするとか、そういったことで、一遍に二つのことをするようなことを実践してござい

ます。保健師２名ほどが各所に出向いて、コグニサイズを広めております。 

 それから、地域でということが先ほどの質問の中にございました。そのことにつきまし

て少々お話をさせていただいたらと思います。 

 認知症施策を行うに当たりましては、議員御指摘のとおり、地域の方のお力をおかりし

て実施したり、世代を超えて認知症を理解していくのが地域で支え合う状態になる早道と

考えてございます。 

 現在、取り組んでおります認知症施策について御説明させていただきます。 

 まず、認知症サポーターの養成についてでございます。 

 この認知症サポーターに本年３月末で１，３６６人に登録をいただいております。現在

まで地域にお伺いしたり、また、町内の職場にお伺いして、認知症のことを御説明してサ

ポーターになっていただいております。 

 サポーターはこのようなことをせないかんという使命はございませんが、帰って御家族

の方、御近所の方に認知症のことを伝授していただくというようなことでございます。 

 また、昨年からは小学校５年生の児童を対象に、各学校にお伺いいたしまして、認知症

キッズサポーターを養成しております。 

 次に、認知症カフェでございます。 

 これは、地域包括支援センターが主体となって実施しているのと、個人や社会福祉法人

が実施しているのとがございます。地域包括支援センターでは、町内３カ所で１カ月に一

度ずつ実施しております。 

 また、社会福祉法人の方が１カ所で実施しており、また、個人の方が１カ所、本年中に

実施を計画しております。 

 認知症カフェの運営は地域の方のボランティアで運営しております。ここには認知症の

相談ができる人を置くことが求められております。 

 次に、認知症予防のための出前講座でございます。 

 これは、自治会の集会であったり高齢者大学など各種の集まりにお邪魔し、認知症のお

話を行っております。お声がけいただければ、保健師などの専門職が出向き、お話をさせ

ていただきます。 

 最後に、関議員さんの質問の認知症に一貫していることでございまして、認知症初期集

中支援チームでございます。本年４月より実施しております。 

 これは、認知症についての介護サービスや医療などを利用していない方を対象に、その

家族や本人をチーム員が訪問し、必要な介護や医療に結びつけていこうとするものでござ

います。医者、保健師、社会福祉士の専門職３人でチームを編成しております。以上、大

まかなものを説明させていただきました。 
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 これらの施策を通じまして、地域が支え合いができる状態になる一助になればと考えて

ございます。 

 施策につきましては、厚生労働省が示します認知症施策推進総合戦略、いわゆる新オレ

ンジプランとして実行させていただいております。 

 以上、関議員さんの御質問の答弁とさせていただきます。 

○田岡秀俊議長  ２番目の質問を終わります。 

 続いて、３番目の質問を許可いたします。 

○関洋三議員  最後の３番目、自主防災組織設立についてをお尋ねいたします。 

 各自治会や小自治会において自主防災組織の設立に躍起になっている現状ですが、それ

にあわせて地区単位、すなわち約小学校エリア単位での組織充実も大事であろうと。 

 高篠地区においても、来月の７月９日、日曜日に、高篠地区自主防災会議の設立総会を

目指して準備をしているところです。あくまでも自主性を尊重して進めていこうと考えま

す。そして、参加される多くの皆さんからの意見や提案を尊重し合い、調査や研究ととも

に高篠地区に似合ったいいものにしていきたいとも思っております。 

 幸いにも、高篠地区には公設消防団はもとより自衛消防団が３団体、そして高篠エリア

全域にかかわる婦人防火クラブもあります。これこそ自主性を重んじる団体です。平時に

おいても、有事以上のネットワークの構築とともに、防災におけるキャリアとして防災会

議のリード的存在だと信じています。 

 来月に、早速、高篠地区自主防災会議を立ち上げた場合、行政からはどのような援助や

支援が受けられるでしょうか。高篠地区以外においても興味深い話だと思います。今年度

の自主防災組織施策全般にわたって詳しくお知らせ願いたいと思います。お願いします。 

○田岡秀俊議長  町長、栗田隆義君。 

○栗田町長  関議員さんの３番目の御質問は、自主防災組織設立についてでございま

す。 

 自主防災組織につきましては、特に阪神淡路大震災の経験により、多くの住民の生命を

救ったのは地域住民であるという結果から、自主防災活動が地域防災のかなめであるとさ

れ、全国的に結成と活動を推進しているところでございます。 

 まんのう町におきましても、主に自治会単位で結成される自主防災組織に対して、防災

訓練や啓発事業などの実施に係る経費等のソフト事業では、基本額２万円プラス５００円

に世帯数を乗じた額、資機材を購入した際のハード対策事業では、当該事業に要した費用

の３分の２で４０万円を限度とする額の助成を実施しているところでございます。 

 しかしながら、自主防災組織の結成届け出数は、現在、２５団体と伸び悩んでおり、そ

の要因として、自治会長の任期やその責務、危機意識の地域格差など、さまざまな問題点

が考えられています。これ以外にも、防災士の資格取得の補助や防災担当職員による出前

型講習会の講師派遣、また、本年度６月からは、新たに防災アドバイザーとして元陸上自

衛隊２等陸佐、楠見司朗氏が着任されましたことから、講演のバリエーションがふえるも
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のと期待いたしております。 

 現在まで自治会単位で結成に向けた取り組みを実施していたところですが、先ほどの問

題点の改善策として、地区連合自治会単位で自主防災活動を推進することにより、単位自

治会への自主防災組織結成促進支援や情報交換など、組織間の連携及び防災訓練の実施な

ど、地域の相互連携により自主的に組織結成や運営を推進することにより、地域防災力の

充実強化を目指しております。 

 このような方針に先立ち、昨年度、仲南地区及び吉野地区において、連合自治会により

自主防災組織連絡協議会を結成した上で、各自治会長の皆様の御協力のもと、単位自治会

での自主防災組織結成推進と防災訓練の実施をモデル的に行ったところ、新たに自主防災

組織が結成されるとともに、防災意識の醸成が図られるなどの一定の効果がございました。 

 そこで、本年度から自主防災組織連絡協議会活動事業補助金において、地区連合自治会

を母体とした地区自主防災組織連絡協議会の結成をお願いするとともに、協議会が実施す

るソフト事業の経費について、年度当たり１０万円を上限に支援するものとしております。 

 助成対象となるソフト事業の内容としては、チラシ、パンフレット等での啓発事業、防

災訓練の費用及び研修等に要する経費について助成を行うものとしております。 

 地震災害や大雨災害など、日本各地で毎年のように発生している自然災害に対応するに

は、地域の皆様による自主防災活動が最も重要とされており、まんのう町においても、引

き続き、自主防災組織の結成とその活動を支援するとともに、災害犠牲者ゼロを念頭に防

災体制の充実を推進する所存でございますので、今後とも、御協力のほどよろしくお願い

いたします。 

○田岡秀俊議長  再質問、関洋三君。 

○関洋三議員  ありがとうございます。時間の関係で最後の再質問になろうかと思い

ますので、これから申し上げることにつきましては、御所見をお願いして、それで今の執

行部の考えのバロメーターをちょっとはかってみたいと思いますので、お願いしたいと思

います。 

 自主防災組織での研究課題を数点申し上げますので、ぜひ御所見をお願いしたいと思い

ます。 

 県道沿いの、これは私どもの県道で言いますと炭所西善通寺線ですけども、それと県道

から善通寺線が交差するところから南のほうの県道におきまして、水路構造物で宅地側の

コンクリートの天端に、ホームセンターでも数百円、４００円から６００円ぐらいで購入

できる、今、はやりの、庭にもちょっと差したりおいたりできますＬＥＤライトの簡易ソ

ーラーをところどころ置いて、５メートルか１０メートル間隔ぐらいにちょっと並べて、

延長３００メートルほど並べております。夜はすごくきれいです。また、それでどのぐら

いきれいかといいますと、高松空港の夜の飛行場みたいな感じがします。それによって、

昼もきれいにしようということで、歩道を竹ぼうきではいたりする人もあらわれておりま

す。そういうことにもつながっております。 
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 この通称明かりロードは何がいいかといいますと、きれいでもあるんですけども、もし

ものとき、電気がとまったとき、大変有効じゃないかと思うわけなんです。そういう利用

もあるんじゃないかと思いますので、皆さんから支持いただいております。 

 また、次には高篠のことですけども、高篠には公民館が二つありまして、二つの公民館

の名前が、すごくちょっと言いにくくてややこしいので、私はそう思いますので、高篠ふ

れあいセンターを西公民館、そして高篠コミュニティセンター、はや、舌が回りにくいで

すけども、高篠コミュニティセンターを東公民館と呼ぶようにしました、これは私がです

よ。行政の支援をいただいて呼ぶようには全くしておりませんので、何ぼ言ってもなかな

か難しいようなんで、ただ、私はそのように呼ぶようにしております。 

 これは何かといいますと、やはり有事の際に役に立つと思います。どうしてかというた

ら、わかると思います。そのときになって、慌てて、どこや、ここや、まして二つ公民館

があるところは、そういうところに配慮しないと、どっちかということで、命にかかわる

問題も出てくるかわからない、有事の際は。そういうことと、速やかにわかりやすく名前

をつけて言い合うのはいいんじゃないかと。こういう身近な話ですけども、そういうこと

です。 

 それともう一つは、これも公民館の話ですが、案外、気がつかない話なんですけども、

調理場のガラス戸袋、ここにもたくさんの唐津の食器がありますけども、これが大変危険

だと思います。そして、これは家のほうやったら、皆さん、しっかり考えてくださいよ、

割れないようにしてくださいというようなことで、我が家でも対策を講じとるんですけど

も、案外、公共の施設になると、なかなかそこまで気がつかないとか、自分が言っても仕

方ないかと思ったり、そしたら館長にどうですかいうても、なかなか館長も、すぐそした

ら割れないものに変えましょうとかいう、予算の関係もあったり、そういう意識もなかな

か難しいんじゃないかというようなことで、それで今までそのままの状態でないかと思う

んです。 

 今、申し上げましたように、個々にはそういう指導をしたり、防災のパンフレットにも、

そういうのに注意しましょう、何とか対策しましょうと書いとるんですけども、そこに、

括弧、特に公共施設は一番に対応してくださいとでも書いておけば、そしたら性根入れる

んじゃないかと思うんですけども、何か発想は逆で、公共施設は後回しでええがと、いつ

でもええがというような感じがうかがえるんです。よくないことじゃないかというように、

最近、気がつきました。 

 そういうことで、ここで、皆さん、知った限りは、みんなでこれをやっぱり対応してい

くというようなきっかけにしてほしいと思います。要するに危険なので、地震で割れない

戸袋、そして割れない食器、小学校などは割れない食器を使っとるじゃないですか。ただ、

普通のプラスチックにかえてくださいといって、プラスチック自体が何かいろいろ問題が

あるので、それは小学校で使ってる同様なものでないといかんと思いますので、そういう

ものを購入するとお金もかかりますけども、これからはそういう方向転換をして考えてい
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くべきでないかというふうに思います。 

 次に、これは最後の思いつきというか、提案になりますけども、ＡＥＤ、よく消防署の

人が来てから教えてくれますけども、あのＡＥＤは、今現在、高篠には３カ所にあるんで

す。私が把握しとるところは、小学校の体育館の外壁、校内ですけども、それと、今、申

し上げました西公民館の建物内、これは建物の中です。そしてもう一つ、これは案外、皆

さん、知っておられんのですけども、この際、公表しますけども、福祉法人正友会の介護

施設、御存じだと思うんですけども、小学校の近くにありますが、そこにもあります。こ

れは所長の方が、昨年、防災教室と介護教室を開いたときに、介護教室で御厄介になった

ときに、所長のほうからこの話を持ってきていただきまして、うちにもあるので、よかっ

たら使ってくださいよというような話をいただきましたので公表しますけども、ただ、ど

れも夜間の使用は１００％とは言い切れなく、難しいです。 

 そういうこともあって、これから三つだけではということになりますので、四つ目も当

然考えていただいとると思いますので、公共施設としては、今、二つですけども、小学校

と西公民館、その次ということを考えていただくのであれば、これも私の提案ですけども、

勝手な解釈ですけども、これは管理が行き届いている、いつもオープンの、どこかといい

ますと、駐在さんに置いてはどうでしょうかと。これは管理監督する県知事さんに頼んで

みないかんと思うんですけども、そういうことでお願いしたいというふうに思います。 

 それと最後の提案になりますが、最後に町の職員の皆さんですけども、きょうも職員の

ことでも話が出ておりましたが、そういう職員のことになりますが、有事の際は、役割と

責任が違うからというようにいつも言われます、職員の動きはですよ、それは当然でしょ

う、有事の際は。ただ、どういう想定になるかわかりませんけども、そういう役割と責任

が違うというんじゃなくて、いつもの平時の努力が有事に生かせると、これが基本の考え

じゃないですか。有事のときにどうなるかというのは誰もわからんわけで、さっきの私の

言った１年後がわからんのと同じように、誰もわからんわけなんで、そういうことで、平

時に、今の時点でどのような対応をしておくかというのが基本じゃないかと思うんです。 

 そういうことで、例えば地区の敬老会には、ぜひ受付で若い職員さん、応援してくださ

いと。それはせえとかせんとかいう話じゃなくて、してください。そういうことによって、

先ほどの福祉の話ですよ、お年寄りの顔も覚えてもらえるでしょ。そしたら、本人も仕事

がしやすいとか、そういうように考えていったらいいんじゃないかと思うんです。 

 これをソフト面とすれば、ハード面では、ハードいう言い方がいいか悪いかわかりませ

んが、やっぱり役場で防災士の資格も取ってください、これは前から言っとるように。大

げさに考えなくて、町役場で防災士資格のマニュアルとつくって、紙１枚、２枚見てやる

ことから始めたらいいんじゃないでしょうか。それで、職員みずからがやっぱり行動を起

こせば、その影響力はやっぱり住民に伝わってくると。それが防災意識の向上になってく

るんじゃないかと思います。専門職の方に来ていただいたので、こういうことをきっかけ

にそういう話も考えていただきたいというように思います。 
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 いよいよの最後になりますけども、こういう話、この質疑応答が防災に強いまちづくり

の第一歩になるんでないかというようなことを思って、私、お話ししましたので、そうい

うことで、ぜひ執行者の御所見等をお願いしたいと思います。以上です。 

○田岡秀俊議長  答弁、町長、栗田隆義君。 

○栗田町長  関議員さんの再質問にお答えいたしたいと思います。 

 ＡＥＤの高篠駐在所設置と職員の防災士資格取得についての御質問でございます。 

 ＬＥＤや簡易ソーラーシステムによる照明等につきましては、震災等でライフライン被

害が発生した場合の夜間の避難誘導には有用であると考えられます。関議員の地域防災へ

の御支援と御協力に対しお礼申し上げます。 

 また、関議員の御質問は、高篠ふれあいセンターと高篠コミュニティセンターの名称に

ついての提案で、高篠ふれあいセンターを西公民館、高篠コミュニティセンターを東公民

館と呼称することにつきましては、地域住民の方々が親しみやすい通称で呼ぶことについ

ては特に問題はないと思います。 

 次に、地震防災対策として、公民館調理室の食器棚のガラス戸を割れにくいもの、また

食器を割れにくい食器に交換してはとの提案でございます。 

 近年発生した大きな地震による被害は、建物の倒壊に加え家具類の転倒による死傷者が

多数報告されております。家具類の転倒、落下により家具類の下敷きになったり、避難路

となる出入り口がふさがれたり、割れた食器やガラスでけがをするなど、多くの被害が発

生しているため、食器棚の転倒防止対策やガラス戸などには飛散防止フィルムを張ったり、

食器棚の開き戸にはストッパーを使用することが大変重要であると考えております。 

 次に、ＡＥＤを駐在所等に設置する件につきましては、夜間の近隣の方々の使用を含め、

関係機関との協議を行ってまいります。 

 ただし、ＡＥＤの使用が必要と思われる場面に遭遇した場合において、ＡＥＤが近所に

なく、あってもとりに行く際に時間を要したり、ＡＥＤをとりに行くための人員が不足し

ている状況においては、１１９番通報を第一に行うとともに、救急隊到着まで傷病者の救

命措置を優先し、ＡＥＤをとりに行く余り、傷病者への救命措置を後回しにすることがな

いようにすることなど、救急救命措置に関する広報、啓発についても実施していく所存で

ございます。 

 また、町職員の防災士資格取得についても推進する必要があると考えております。職員

の防災対応につきましては、現在作成中の業務継続計画の担当者会などにおいて、南海ト

ラフ大地震を想定しての図上訓練や応急対応業務の確認、検討作業を繰り返し実施するな

ど、各課が実施する災害時に特化した業務遂行における体制の充実、強化を継続的に推進

しているところでございます。 

 また、毎年４月の新入職員研修においても、災害対策基本法を初めとする関係法規やま

んのう町地域防災計画、防災に関する基礎知識などを題材にした防災研修を実施いたして

おります。 
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 あわせて、本年６月から採用しております防災アドバイザーによる職員研修を実施する

ことで、職員の災害に対する知識や災害対応について研さんし、習得に努めてまいる所存

でございますので、今後とも御理解と御協力をお願い申し上げます。 

 また、職員の地域貢献行事の参加につきましては、積極的な参加について、引き続き、

指導してまいりますので、よろしくお願いいたします。 

○田岡秀俊議長  以上で、６番、関洋三君の発言は終わりました。 

 ここで、議場の時計で午後２時５０分まで休憩といたします。 

休憩 午後 ２時３２分 

再開 午後 ２時５１分 

○田岡秀俊議長  休憩を戻して、会議を再開いたします。 

 引き続き、一般質問の通告がありますので、これを許可いたします。 

 １１番、松下一美君、１番目の質問を許可いたします。 

○松下一美議員  それでは、ただいま議長の許可をいただきましたので、通告に基づ

きまして一般質問をさせていただきます。 

 まず、国道４３８号の問題点を問うと、２番目には、県道長尾丸亀の緊急点検をされて

はとの２点につきまして質問させていただきます。 

 まず、国道４３８号についてお伺いいたします。 

 先般の議会報告会のなごみ館におきましても、一向に進まない歩道についても、できる

だけ早く設置の要望が数多くありましたが、少し進展が見られるやにも伺いました。 

 また、佐岡交差点南の未拡張区域につきましても、今までにも要望はしてまいりました

が、土地の問題によるものか、一向に進む気配が感じられません。交差点近くになって、

急に車線が絞られるため、朝夕の通勤時間帯は非常に危険を感じております。 

 また、交差点の北へ丸亀の境までにおきまして、３カ所ほど東部かんぱいの空気弁があ

り、車線西側のちょうど大型車両においてのタイヤの通る位置にあり、３カ所とも３セン

チから、深いものになれば５センチほどの陥没が見られております。通行のたびに大きな

音が発生し、付近の方は夜中によく起こされております。担当課へお願いをしております

が、その後、どのような状況になっているのか、以上、３点について町長にお伺いいたし

ます。 

○田岡秀俊議長  答弁、町長、栗田隆義君。 

○栗田町長  松下一美議員さんの御質問にお答えいたします。 

 松下議員さんの１番目の御質問は、国道４３８号の整備促進についてでございます。 

 議員御承知のように、当該国道は３桁の国道で香川県管理の国道でございますことから、

御質問につきましては、香川県中讃土木事務所より回答を得ております。その報告をさせ

ていただきたいと存じます。 

 まず、国道４３８号の丸亀市綾歌町境より札の辻にかけての歩道整備についてでござい



－４９－ 

ますが、国道４３８号の交通安全事業は、県道長尾丸亀線との交差点である佐岡交差点か

ら南へ札の辻バス停留所付近まで約１．８キロメートル区間において歩道整備計画があり、

当区間を２区間に分けて整備を行っております。 

 この２区間のうち北側区間、佐岡交差点から松木神社付近までの約８５０メートルの区

間につきましては、平成１３年度から整備に着手し、現時点において整備がほぼ完了して

いるものの、一部未買収による未整備箇所がある状況となっております。 

 この未買収地については、用地買収に必要な手続などに問題があり難航しておりますが、

引き続き、問題解決に取り組んでまいります。 

 また、松木神社から先線の南側区間の約１キロメートルの未整備区間につきましては、

長炭小学校の児童の通学路等として利用されていることから、現在、整備に向け現地測量

等の作業を進めているところであります。以上が香川県からの報告でございます。 

 町といたしても、引き続き、早期完成に向けた取り組みを香川県に対し要望してまいり

ますとともに、香川県と協力し、ともどもに事業推進に努めてまいりますので、よろしく

お願いいたします。 

 次に、佐岡交差点より北側の道路用地内に占用されております水利組合の農業用施設と

なる空気弁取り合わせ部分の修繕につきましては、県道を占用している水利組合が修繕す

ることになります。現在、水利組合に対して修繕を依頼しておりますので、御理解いただ

きますようよろしくお願いいたしまして、松下議員さんの答弁とさせていただきます。 

○田岡秀俊議長  再質問、１１番、松下一美君。 

○松下一美議員  今、町長から答弁をいただきましたけど、歩道につきましても、で

きるだけ間をあけることなく、続けて事業をお願いしたらと思っております。 

 そして二つ目に質問いたしましたが、質問の中に、町長の提出の中では漏れておるかも

しれませんけど、未拡張部分については、用地の問題もあるのかもしれませんけど、一向

に進む気配がないということで、今、申し上げましたが、そこら辺についてはどのような

状況になっておるかをお知らせいただきたいと思います。 

○田岡秀俊議長  答弁、建設土地改良課長、池田勝正君。 

○池田建設土地改良課長  ただいまの松下議員さんの御質問にお答えいたします。 

 現在、先ほど申されました箇所につきましては、相続の関係もございまして、かなり年

代がさかのぼりますことから、枝分かれが多うございます。それにつきましては、町長の

ほうも答弁いたしましたけれども、県のほうで、今、進めておるところでございます。 

 ただ、ちょっと難航しておるところがございまして、まだしばらく時間がかかるという

ことでございます。以上でございます。 

○田岡秀俊議長  再質問、１１番、松下一美君。 

○松下一美議員  今、担当課長から話がありましたけど、大分さかのぼりますと、瀬

戸大橋につきましても、これは国家事業でありましたけど、私の近くの方が県の用地課の

責任者でありました。そういう関係で、ある所有者におきましては、ブラジル在住という
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方もおったそうであります。そういう中でありましたけど、やはり日本には商社とかいろ

いろな会社がありまして、世界各地に駐在員をそれぞれの会社で持っております。そうい

う中で、県においても、判を一つもらうのに、飛行機で出張して何日もということはなか

なか大変であったそうであります。そういう中で、商社の駐在員の積極的な協力をいただ

きまして、判をもらうことができたんだということがありました。 

 やはり、今、言われた佐岡の信号の南の未整備区間につきましても、町のほうから県当

局へ積極的な働きをいただきまして、買収にもう少し力を入れていただきたいと思ってお

りますので、その点につきましてよろしくお願いいたします。 

○田岡秀俊議長  答弁、町長、栗田隆義君。 

○栗田町長  松下議員さんの再質問にお答えいたします。 

 先ほども申し上げましたように、町のほうといたしましても、県と一緒になって取り組

んで解決に進めていきたいと、このように思っておりますので、よろしくお願いいたしま

す。 

○田岡秀俊議長  再質問、１１番、松下一美君。 

○松下一美議員  今、町長の答弁でも積極的にということでありますので、なおお願

い申し上げまして、次の質問に移らせていただきます。 

○田岡秀俊議長  以上で、１番目の質問を終わります。 

 引き続き、２番目の質問を許可いたします。 

○松下一美議員  ２項目めの県道長尾丸亀線の緊急点検をされてはということであり

ます。 

 県道長尾丸亀線の佐岡交差点より琴平方面に向きまして、国道３２号バイパス高架橋の

下までの祓川までの約１．９キロ、これにつきましては、先般の総務常任委員会におきま

しても、平成２５年１月から現在までに６件ほどの事故の報告がされていましたが、最近

でも、２月３日に正面衝突により車両が横転する事故により、私もたまたま遭遇したんで

ありますけど、一時的に交通規制が行われていました。 

 そしてまた、４月１０日には、午後４時過ぎですか、軽四貨物車と普通貨物車との事故

により、１人の方が亡くなられております。運転されていた方々にも原因はあろうかと思

われますが、現場近くの１キロ余りの区間には急なカーブが５カ所ほどあります。そして

また、うち２カ所につきましては非常に見通しが悪く、道路状況そのものにも原因があろ

うかと思われます。 

 その第一点が、町長にも写真を提示しておりますけど、岩薬師の付近におきましては草

が茂り、道路の真下には長尾地区からの排水路が横断しております。道路からは全く見え

ませんが、川幅も２メートル８０余り、深さにつきましても、先日、はかってみましたと

ころ、２メートルはあります。そういう中で非常に危険な地域であります。 

 また、境内の石垣から川までの約８メートル余りにつきましては、道路の北側に幅４０

センチ、深さ６０センチ、全長８メートルの排水路があります。しかし、草が茂っておれ
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ば、歩行者、自転車、バイク等は全く見えなくて、非常に危険であります。グレーチング

等でふたをしていただきたいと思うところであります。 

 やはり、これも県の中讃土木事務所との話になっていこうとは思われますが、川のとこ

ろにも、できれば鉄板等で歩道を設置され、フェンスあるいはガードパイプ等で安全確保

を図っていただきたいと思います。 

 ナマズ岩より３２号バイパス高架橋下までにつきましても、流木、そして草等により、

片側一車線は全く見通しがききません。地元の方に聞くと、民地ではなく、県道ののり面

に植わっていると伺っております。幹の周りにつきましても、やはり１メートル９０セン

チほどの大木であり、草も茂り、見通しも悪くしております。民もあるかもしれませんけ

ど、確認の上、お願いしたらと思いますけど、木の伐採とか草刈り等を早急に実施いただ

ければと思っております。 

 中讃土木との現地調査というのもやられておるかとは思われますが、できれば旧道と新

道の間に深さ約４メートル余りの羽間の出水もありますが、なかなか難しい問題点も多い

ところであります。長さにつきましては約３０メートル、東側につきましては３５メート

ルほどでありますが、三角のデルタのような状況のところであります。歩道は全くありま

せん。非常に危険きわまりないところでありますので、歩道の設置が望まれますが、これ

らの点につきまして、町長のお考えをお伺いいたします。 

○田岡秀俊議長  答弁、町長、栗田隆義君。 

○栗田町長  松下議員さんの２番目の御質問は、県道長尾丸亀線の緊急点検について

でございます。 

 議員御承知のように、当県道は香川県管理の道路でございますことから、本質問につき

ましては、香川県中讃土木事務所より回答を得ております。その報告をさせていただきた

いと存じます。 

 当県道長尾丸亀線は、国道４３８号の交差点である佐岡交差点から県道高松琴平線祓川

大橋付近の区間においては、カーブが急な箇所や歩道が未整備の箇所もございます。 

 先般、４月１０日に当路線のカーブ箇所において、車両２台による交通死亡事故が発生

したことを踏まえ、警察及び県関係機関等による現地診断を４月２８日に実施したところ

であり、今後、交通事故防止対策として、道路管理者である中讃土木事務所が速度減速を

促す路面標示や薄くなっている区画線の引き直しなどを実施するとのことでございます。

以上が香川県からの報告でございます。 

 なお、立木等が茂り見通しの悪いところもありますので、現地確認を行い、香川県に対

し対策を講じていただくよう要望してまいりますので、よろしくお願いいたします。 

○田岡秀俊議長  再質問、１１番、松下一美君。 

○松下一美議員  ただいま、中讃土木事務所において現地調査をされたということで

あります。 

 そういう中で、６月に入りまして、速度を落とせという表示が道路にされたところであ
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りますけど、私は、道路部分だけについて現地調査をやって、これで一応終わったんだと

いう形でなく、抜本的な解決を図っていただきたい。それはやはり町のほうから強く要望

していただきたいと思っております。 

 この写真を見ておりますと、道路側からは全く歩行者あるいは自転車、バイク等につき

ましても、深い溝があるということもわかりません。そしてまた、２メートルほどの川が

あるということもなかなか見えないところでありまして、また、一部については、今月に

入ってから草も刈っていただいております。 

 しかし、川の上は鉄板なり歩道部分として、幅は幾らとは申しませんけど、１メートル

５０なり２メートルの鉄板なりで、そこへフェンスなりガードパイプなりを設置していた

だきたいかなと思っております。 

 そしてまた、この歩道が全くない箇所といいましても、ここにおいても、二十数メート

ルにおいては歩道部分はありません。そういう中でありますので、非常に通る方、自転車、

バイク等、歩行者ももちろん非常に危険を感じておるところでないかと思っております。 

 そしてまた、国道３２号のバイパスの下についてでありますけれど、この間も３０メー

トル余りについては歩道がありません。そういう中でありますので、できれば早急に県と

も相談をいただきまして、歩道が未整備ですので、歩道の設置というのは強く要望したい

と思いますので、その点についてお答えいただいたらと思います。 

○田岡秀俊議長  答弁、建設土地改良課長、池田勝正君。 

○池田建設土地改良課長  松下議員さんの御質問にお答えいたします。 

 御承知のように、この県道、カーブもかなり多くて、長尾丸亀線でございますが、草木

等もやはり最近になりますと伸び放題というようなことで伸びてくると思います。そうい

った点につきましては、現地調査のほうも県に見ていただきまして、速やかな対応をして

いただきたいというふうに協議してまいります。 

 それから、歩道がない部分につきましても、県と協議いたしまして、前向きな方向を県

ともどもに安全対策の一環としてやっていかないかんと私も思っておるところでございま

すので、県と協議してまいります。 

 それから、先ほどの大木の関係もございまして、こちらについては議員さんもおっしゃ

っておられたとおり、民地との境界等もあると思いますので、道路区域がどこまでかとい

うのも、これもまた現地調査の上、県のほうに対処していただきたいと思っておるところ

でございます。 

 いずれにいたしましても、町といたしましては安全対策に、当面できるところから、実

施に向け香川県及び関係機関と協議してまいりたいと考えておりますので、よろしくお願

い申し上げます。 

○田岡秀俊議長  再質問、１１番、松下一美君。 

○松下一美議員  今、言われたバイパスの下についてでありますけれど、バイパスの

高架橋の下から祓川につきましても、これも民の土地でありましたけど、竹林でありまし
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たけど、その部分につきましては数年前に歩道が設置されております。北側ができて南が

できないというのも、なかなかこれもおかしい問題かと思っております。 

 しかし、この三角州のところにおきましては、下脇に羽間の出水があります。土器川か

らの取り入れ口と思われます。しかし、この間、はかってみますと約４メートルあります

ので、羽間の水路の方々の御理解がいただければ、その上を歩道設置すりなり、私も地元

でありますので、羽間の方々にお願いにまいらなければならないかとは思っております。 

 そういう中でありますので、なぜこれを言うかと申しますと、片側一車線ということは、

北側から南の長尾方面へ向かってくる車、そしてまた、最近は金属会社があります。そう

いう中で大型トラックなんかが上のバイパスからおりてきます。これは全く私たちが琴平

方面へ向かっている場合には、目に入らないところであります。そういうときに、そうは

言えませんけど、センターラインをオーバーするような形で大型車両が南へ向いて回って

くることが時々あります。そういうときは、視界がよければ、大型のトラックが来よるな、

バイクが来よるなということが自分で事前に準備ができます。しかし、急に飛び出しとは

言いません、でもセンターラインをオーバーいう形で出てこられますと、運転しておる立

場においても危険を感じるところであり、まさか間違うと大きな事故につながるかと思い

ます。そういう点で、そこら辺も理解した上で、なお、お願いしたらと思います。 

○田岡秀俊議長  答弁、町長、栗田隆義君。 

○栗田町長  松下議員さんの再々質問にお答えいたします。 

 先ほどもお答えいたしましたように、この県道につきましては中讃土木事務所が所管と

いうことでありますので、町のほうから十分県のほうへも、再三再四、お願いに上がりた

いと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○松下一美議員  そう長くは申しませんけれど、やはり事が起こってからといえども、

この４月１０日にはとうとい人命が亡くなったという、これらにつきましては、当事者に

つきましても、いろいろと双方に過失もあったかと思われます。しかし、余りにも道路事

情というのは改善されておりません。本来であれば、私は、この間の事故がありましたと

ころからナマズ岩につきましては、国交省の河川課におきましては、川幅を狭めることは

なかなか難しいと伺っております。しかし、その気になってやっていただけるんであれば、

橋脚なりによってもう少しカーブが緩められるかなというような思いもあります。しかし、

それはなかなかまいりませんけど、緊急にできるものについては、町のほうからしっかり

と御要望していただきますことをお願いいたしまして、質問を終わらせていただきます。 

○田岡秀俊議長  以上で、１１番、松下一美君の発言は終わりました。 

 以上で、本日の日程は全て終了いたしました。 

 なお、次回会議の再開は、６月９日午前９時３０分といたします。本議場に御参集願い

ます。 

 本日はこれにて散会といたします。 

散会 午後３時１４分 
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